
第

一
次
大
戦
以
降
の
日
本
製
紙
連
合
会
と

製
紙
業
経
営
の
展
開

-
三
大
製
紙
企
業
の
合
同
に
よ
る

｢
大
｣
王
子
製
紙
の
成
立
ま
で
-

目

次

一

は
じ
め
に

二

第

一
次
大
戦
期
の
カ
ル
テ
ル
活
動

日

市
場
条
件

jI

価
格
協
定

三

第

一
次
大
戦
後
の
カ
ル
テ
ル
活
動

日 日 H

市
場
条
件

生
産
制
限
協
定

在
庫
共
同
管
理

四

宮

俊

之

四

お
わ
り
に
-
カ
ル
テ
ル
効
果
の
検
討

一

は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
'
日
本
の
工
業
化
は
'
幕
末
の

｢
欧
米
か
ら
の
衝
撃
｣
以
後
'
明
治
維
新
に
よ
る
社
会
経
済
制
度
の
変
革
に
合
せ
た
官

民
に
お
け
る
近
代
産
業
の
移
植
育
成
を
伴
な
う
企
業
者
活
動
の
積
極
化
と
と
も
に
進
行
し
た
｡

本
稿
が
研
究
の
対
象
と
す
る
近
代
製
紙



2

(洋
紙
)
業
は
'

一
八
七
四

(明
治
七
)
年
か
ら
の
五
年
間
に
早
-
も
民
営
五
工
場
'
官
営
二
工
場
の
創
業
に
よ
っ
て
移
植
産
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
の
発
達
を
開
始
し
た
｡
国
内
製
紙
高

(洋
紙
生
産
高
｡
以
下
同
じ
)
は
'

一
八
七
九
年
以
降
'

一
八
八
八
年
と

一
八
九
八
年
を

除
い
て
毎
年
輸
入
高
を
凌
駕
し
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
製
紙
高
総
計
か
ら
求
め
た
洋
紙
の
国
内
自
給
率

(輸
出
分
を
除
い
た

衡
量
)
は
'

一
八
八
〇
年
代
が
平
均
六
四
%
'

一
八
九

〇
年
代
が
同
六
九
%
'

一
九

〇
〇
年
代
が
同
六
八
%
'

一
九

一
〇
年
代
が
同
八
六

%
'

一
九
二
〇
年
代
が
同
八
五
%
'
そ
し
て

一
九
三
三

(昭
和
八
)
年
ま
で
の
一
九
三
〇
年
代
初
め
の
四
年
間
が
同
九

一
%
で
あ

っ
た
｡

輸
出
も
'

一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
増
勢
を
示
し
て
'

一
九

一
五
年
以
降
の
七
年
間
と

一
九
二
八
年
以
降
の
三
年
間
に
は
輸
入
高
を
上
回
っ
た

ほ
ど
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
国
内
製
紙
業
の
発
達
を
主
導
し
て
い
っ
た
の
は
､

一
八
七
五

(明
治
八
)
年
創
業
の
抄
紙
会
社
を
前
身
と
す
る
王
子
製
紙

や

一
八
九
〇

(同
二
三
)
年
創
業
の
富
士
製
紙
な
ど
の
大
企
業
で
あ

っ
た
｡
な
か
で
も
'
王
子
製
紙
は
'

一
九
〇
九
年
に
大
規
模
な
北
海

道
苫
小
牧
工
場
を
完
成
さ
せ
て
'
業
界
に
お
け
る
経
営
的
優
位
を
固
め
た
｡
さ
ら
に

一
九
三
三
年
に
な
る
と
'
多
年
競
合
関
係
に
あ

っ
た

富
士
製
紙
と
樺
太
工
業
(
1
九

一
五
年
創
業
)と
の
合
併
ま
で
実
現
し
て
'
国
内
製
紙
高
の
八
〇
%
以
上
を
お
さ
え
る
巨
大
独
占
企
業
と
L
J

て
業
界
の
覇
権
を
握

っ
て
い
-
の
で
あ
る
.
そ
こ
で
'
日
本
に
お
け
る
近
代
製
紙
業
経
営
の
歴
史
的
発
展
と
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
'
何
よ
り
も
先
ず
王
子
製
紙
な
ど
主
導
的
大
企
業
の
経
営
史
分
析
が
第

一
義
的
条
件
と
な
る
｡
だ
が
'
そ
の
場
合
'
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
'
複
数
の
個
別
企
業
経
営
史
の

｢総
合
｣
的
分
析
が
必
要
に
な

っ
て
-
る
｡
本
稿
の
目
的
は
'
第

一
次
大
戦
以
降
の
日
本

製
紙
連
合
会
に
よ
る
活
動
を
分
析
の
対
象
と
し
な
が
ら
'
そ
れ
を

一
種
の
映
写
面
に
し
て
日
本
に
お
け
る
近
代
製
紙
業
経
営
史
の
｢総
合
J

(1
)

的
分
析
を
試
み
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
｡

(2
)

さ
て
'
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
先
に
拙
稿

｢
製
紙
所
連
合
会
の
設
立
と
価
格
協
定
-
日
本
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
的
活
動
の
嘱
矢
-
｣
お

(3
)

よ
び

｢
第

一
次
大
戟
期
前
の
日
本
製
紙
連
合
会
-
近
代
日
本
製
紙
業
に
お
け
る
同
業
者
団
体
の
組
織
と
機
能
の
変
遷
-
｣
で
論
じ
た
よ
う



に
'

一
八
八

〇
(明
治

一
三
)
年
日
本
の
近
代
鉱
工
業
分
野
で
最
初
の
同
業
者
団
体
で
あ
る
製
紙
所
連
合
会
と
し
て
設
立
さ
れ
て
､
最
初

に
印
刷
用
紅
の
出
荷
価
格
協
定
を
試
み
た
が
失
敗
し
'
や
が
て
単
な
る
親
睦
団
体
に
性
格
を
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡

然
る
に
'
製
紙
業
者
が

1
八
九
九
年
以
降
洋
紙
輸
入
税
問
題
で
新
聞
業
者
と
政
治
的
に
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
'
王
子
製
紙
な
ど
有

力
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
同
業
者
団
体
と
し
て
の
組
織
と
機
能
の
強
化
が
は
か
ら
れ
て
い
っ
た
｡
こ
う
し
て
後
に
本
格
的
な
カ
ル
テ

ル
活
動
の
展
開
を
可
能
に
す
る
組
織
的
'
機
能
的
基
礎
が
第

一
次
大
戦
前
に
一
応
整
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

但
し
'
後
者
の
拙
稿
の
末
尾
で
述
べ
た
よ
う
に
'
日
本
製
紙
連
合
会
が
新
た
に
第

一
次
大
戦
期
か
ら
開
始
し
て
い
-
カ
ル
テ
ル
活
動
の

(4
)

分
析
は
'

｢
今
後
の
課
題
｣
と
し
て
残
っ
て
い
た
｡
従

っ
て
'
本
稿
で
は
'
斯
か
る
第

一
次
大
戦
以
後
の
カ
ル
テ
ル
活
動
を
フ
ォ
ロ
ー
し

な
が
ら
'
そ
う
し
た
活
動
の
決
定
や
実
行
が
'

一
体
何
時
'
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
'
何
故
に
'
い
か
な
る
方
法
で
行
な
わ
れ
て
､

ま
た
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
立
入
っ
て
分
析
､
考
察
し
'
そ
こ
に
投
影
さ
れ
て
い
る
当
時
の
製
鉄
業
経
営
が
抱

え
た
問
題
と
'
そ
れ
に
つ
い
て
の
対
応
'
さ
ら
に
加
盟
製
紙
企
業
間
の
利
害
関
係
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
個
別
企
業
経
営
の

｢
個
性
｣
'
お

よ
び
王
子
製
紙
に
よ
る
業
界
制
覇
の
過
程
な
ど
を
併
せ
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

(
1
)
本
稿
は
'

一
九
八

一
年

一
〇
月
の
経
営
史
学
会
第

一
七
回
大
会
自
由
論
題
報
告

｢
戦
前
期
日
本
の
製
紙
業
経
営
と
同
業
者
団
体
-
日
本
製
紙
連
合

会
の
活
動
を
通
し
て
｣

(於
滋
賀
大
学
)
の
内
容
を
基
礎
に
し
な
が
ら
'
そ
こ
で
の
討
議
を
参
考
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
同
報
告
に
つ
い
て
は

滋
賀
大
学
経
済
学
部
大
会
準
備
委
員
全
編

『経
営
史
学
会
第

一
七
回
大
会
報
告
集
』

一
五
1
二
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
2
)
拙
稿

｢製
紙
所
連
合
会
の
設
立
と
価
格
協
定
｣

(弘
前
大
学

『文
経
論
叢
』
第

一
五
巻
第
二
･
三
合
併
号
'

一
九
八
〇
年

三
月
'

四

一
-
七

一

貫
)0

(
3

)

拙
稿

｢
第

1
次
大
戦
期
前
の
日
本
製
紙
連
合
会
｣
(経
営
史
学
会
編

『経
営
史
学
』
第

1
六
巻
第
三
号
'

1
九
八

1
年

1
0
月
'

1
-
二
四
頁
)｡

(
4
)
同
右
書
'
二
一
貫
｡
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ニ

第

一
次
大
戦
期
の
カ
ル
テ
ル
活
動

H

市
場
条
件

日
本
の
近
代
製
紙
業
は
'
明
治
期
か
ら
大
企
業
を
中
心
と
す
る
民
間
主
導
型
の
自
立
的
発
達
を
示
し
て
い
た
｡
な
か
で
も
'
王
子
製
紙

と
富
士
製
紙
は
､

一
八
九
〇

(明
治
二
三
)
年
木
材
パ
ル
プ
の
国
産
化
を
と
も
に
成
功
さ
せ
て
'
そ
れ
を
原
料
に
市
場
需
要
の
大
き
な
新

聞
用
紙
や
印
刷
用
紙
な
ど
の
大
量
生
産
を
実
現
す
る
よ
う
に
な
.っ
た
O
前
述
の
王
子
製
紙
に
よ
を
苫
小
牧
工
場
の
竣
工
は
'
新
聞
用
紙
分

野
で
の
国
内
完
全
自
給
化
の
達
成
を

一
応
示
す
出
来
事
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
こ
の
二
社
は
'
新
聞
用
紙
と
印
刷
用
紙
と
い
う
当
時
の
最
多

需
要
品
に
重
点
を
お
い
た
製
品
市
場
戦
略
に
よ
る
生
産
の
拡
大
に
合
せ
て
'
原
料
の
自
給
を
め
ざ
し
た
パ
ル
プ
材
資
源
の
自
社
支
配
を
進

め
る
と
共
に
'
洋
紙
の
流
通
面
に
お
い
て
も
特
約
洋
紙
商
の
系
列
化
や
共
同
販
売
会
社
の
設
立
な
ど
に
よ
る
自
社
の
統
制
強
化
に
努
め
て

い
た
.
全
国
製
紙
高
に
ほ
ぼ
近
似
と
見
徹
し
う
る
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
合
計
の
製
紙
高
に
占
め
る
両
社
の
比
率
は
'

1
八
九
〇
年

に
王
子
製
紙
三
九
%
と
富
士
製
紙

一
六
%
'

一
九

〇
〇
年
同
二

〇
%と
二
三
%
'

一
九

一
〇
年
同
二
〇
%
と
三
三
%
'
第

一
次
大
戦
の
勃

(1
)

発
し
た

一
九

一
四
年
同
三
三
%
と
三
〇
%

(義
-

一
)
に
漸
次
高
ま
っ
て
'
明
治
末
期
か
ら
二
社
合
計
で
五
〇
%
を
越
え
て
い
た
｡

こ
う
し
た
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
の
生
産
拡
大
と
垂
直
的
統
合
化
の
展
開
が
'
業
界
に
お
け
る
両
社
の
競
争
上
の
優
位
を
強
固
に
し
て

㌔

い
っ
た
｡
例
え
ば
'
こ
の
二
社
に
よ
る
パ
ル
プ
材
資
源
の
専
有
的
掌
握
化
は
'
輸
入
パ
ル
プ
に
原
料
を
依
存
し
た
他
社
と
の
競
争
に
当
初

十
分
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
ま
な
か
っ
た
が
'
第

一
次
大
戦
期
に
な
る
と
輸
入
パ
ル
プ
価
格
の
急
騰
に
直
面
し
た
他
社
に
対
す
る
競
争
上
の
優

位
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
-
'
さ
ら
に
他
社
の
原
料
自
給
化
に
よ
る
生
産
拡
大
を
困
難
に
し
て
､
国
内
製
紙
業
の
二
大
企
業
中
心
体
制

の
確
立
を
も
た
ら
す
有
力
な
参
入
障
壁
と
な

っ
た
｡
後
述
の
樺
太
工
業
を
拠
点
に
し
た
大
川
平
三
郎
系
企
業
を
除
い
た
他
の
企
業
は
'
第

一
次
大
戦
期
に
国
内
第
三
位
規
模
の
三
菱
製
紙
所

(
一
九

一
七
年
三
菱
製
紙
と
な
る
)
が
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
製
紙
高
に
占
め
る
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6

比
率
を

一
九

一
〇
年
の
一
二
%
よ
り

一
九

一
八
年
の
一
〇
%
ま
で
低
下
さ
せ
た
よ
う
に
'
原
料
調
達
面
の
制
約
か
ら
王
子
製
紙
や
富
士
製

紙
と
の
生
産
規
模
格
差
を

一
層
広
げ
ら
れ
て
い
-
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
製
紙
業
で
は
'
市
場
需
要
の
大
き
な
新
聞
用
紙
や
印
刷
用
紙
分
野
を
中
心
に
少
数
の
大
企
業
へ
の
生
産
集
中
が
既
に
第

一

次
大
戦
前
か
ら
相
当
進
ん
で
い
た
｡
し
か
し
'
大
企
業
の
市
場
支
配
力
は
'

一
九

一
二
年
に
当
時
経
営
再
建
を
急
ぐ
王
子
製
紙
が
新
任
の

藤
原
銀
次
郎
専
務
取
締
役
の
指
示
で
製
品
出
荷
価
格
の
引
上
げ
を

一
部
強
行
し
た
例
の
あ

っ
た
も
の
の
'
第

一
次
大
戦
前
に
は
未
だ
強
-

な
か
っ
た
｡
と
い
う
の
は
'
先
ず
海
外
か
ら
の
洋
紙
輸
入
圧
力
を
無
視
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
｡
政
府
の
関
税
定
率
法
改
正
で
一
九

二

年
に
洋
紙
輸
入
税
の
部
分
的
引
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
'
最
大
の
洋
紙
需
要
先
で
あ
る
新
聞
業
界
の
強
硬
な
反
対
に
よ
っ
て
新

聞
用
紙
な
ど

一
平
方
メ
1
-
ル
当
り
斤
量
五
八
グ
ラ
ム
未
満
の
印
刷
用
紙
輸
入
税
が

一
九
〇
六
年
以
来
の
一
〇
〇
斤

一
円
と
い
う
低
額
に

据
置
か
れ
て
い
た
の
で
'
国
内
製
紙
業
に
は
保
護
関
税
の
恩
恵
が
あ
ま
り
及
ば
な
か
っ
た
｡
ま
た
'
有
力
新
聞
社
な
ぜ
を
中
心
に
す
る
大

口
需
要
者
の
取
引
交
渉
力
も
'
そ
の
買
付
量
の
増
加
に
比
例
し
て
強
ま
っ
て
い
た
｡
更
に
有
力
製
紙
企
業
は
'
卸
売
商
を
通
じ
た
洋
紙
流

通
機
構
の
系
列
化
に
取
組
ん
で
い
た
も
の
の
'
洋
紙
の
種
類
や
形
状
等
で
取
引
形
態
が
相
当
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
流
通
機
構
を
未

(2
)

だ
十
分
掌
握
出
来
る
ま
で
に
な

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
､
そ
の
後
第

一
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
生
じ
た
需
給
関
係
の
変
化
は
'
製
紙
企
業
の
市
場
支
配
力
を
著
し
-
強
め
る
よ
う

に
な
っ
た
｡
開
戦
か
ら
僅
か
六
ケ
月
ほ
ど
で
新
聞
用
紙
需
要
が
四
〇
%
増
え
た
と
い
わ
れ
る
な
ど
'
洋
紙
需
要
が
急
増
し
た

の
に
対

し

て
'
国
内
生
産
の
早
急
な
拡
大
に
は
限
界
が
あ

っ
た
｡
図
-

一
の
ご
と
-
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
製
紙
高
は
'
対
前
年
比
で
一
九

一

四

(大
正
三
)
年
以
降
に
毎
年

一
〇
%
台
の
伸
び
を
続
け
た
も
の
の
､
需
要
の
急
増
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
｡
王
子
製
紙
で
は
'

一
九

一

七
年
に
新
聞
用
紙
の
社
内
在
庫
が
売
上
の
僅
か
三
日
分
位
に
減
少
し
'
翌

一
九

一
八
年
に
は
在
庫
が
全
-
無
-
な
る
事
態
ま
で
生
じ
て
い

た
｡
そ
の
上
'
洋
紙
輸
入
も
､
戦
乱
の
影
響
を
受
け
て

一
九

一
三
年
を
基
準
と
す
る
指
数
で
一
九

一
四
年
に
六
八
'

一
九

一
五
年
に
三
四
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図-1 日本製紙連合会加盟企業の洋紙製造高､販売高の対前年伸び率

餌 表- 1より作成O

(3
)

と
急
減
し
て
い
た

｡

こ
う
し
た
需
給
状
態
の
極
度
の
逼
迫
化
は
'
洋
紙
価
格
を
急
騰
さ
せ
る
と

と
も
に
､
製
紙
企
業
に
よ
る
流
通
機
構
の
掌
握
化
を
容
易
に
し
た
｡
洋
紙
の

一
般
価
格
は
'
日
本
銀
行
大
阪
支
店
の
調
査
に
よ
る

一
九

一
四
年
三
月
を
基

準
に
し
た
指
数
で
見
る
と
同
年
末
に

二

〇
'

一
九

一
五
年
末
に

一
二
七
'

一
九

一
六
年
末
に
二
〇
〇
'

一
九

一
七
年
末
に
二
八
四
､
第

一
次
大
戦
終
了

(4
)

直
後
の
一
九

一
八
年
末
に
四
九
八
と
値
上
り
を
続
け
た
｡

そ
れ
に
併
せ
て
'

流
通
機
構
に
お
け
る
製
紙
企
業
の
発
言
力
が
著
し
-
強
ま
っ
た
｡
日
本
製
紙

連
合
会
加
盟
製
紙
企
業
は
､

一
九

一
五
年
に
各
社
の
特
約
洋
紙
商

一
〇
店
が

大
正
会
と
称
す
る
協
調
団
体
を
新
た
に
組
織
し
て
'
こ
の
大
正
会
洋
紙
商
を

一
次
販
売
店

(
メ
ー
カ
ー
代
理
店
)
'
そ
の
他
の
府
県
洋
紙
商
を
二
次
販
売

店

(
一
般
卸
商
)
と
す
る
流
通
機
構
の
機
能
分
化
が
確
立
し
て
-
る
と
､
大

正
会
洋
紙
商
と
の
間
で
一
年
分
の
取
扱
い
需
給
量
を
前
以
っ
て
相
互
に
予
約

し
合
い
＼

そ
の
予
約
量
に
応
じ
て
後
述
の
日
本
製
紙
連
合
会
決
定
に
よ
る
協

(5
)

定
価
格
で
の
製
品
出
荷
割
当
て
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
｡

ま
た
'

一
九

〇
一

(明
治
三
四
)
年
以
来
共
同
洋
紙
合
資
会
社

(
一
九
二

四
年
株
式
会
社
に
改
組
｡
以
下
'
共
同
洋
紙
と
略
記
)
に
よ
る
共
同
販
売
の

体
制
が
上
ら
れ
て
い
た
新
聞
用
紙
の
流
通
機
構
も
'
こ
の
共
販
に
参
加
し
て

へノ/ヽ
yL,
Ill_

.

.I.,T∴blI.



8

い
た
王
子
製
紙
や
富
士
製
紙
な
ど
が
独
自
に
新
聞
業
者

へ
の
売
込
み
競
争
を
展
開
し
て
1
九

二

年
頃
に
は
全
く
形
骸
化
し
て
い
た
が
'

そ
の
後
再
び
共
販
体
制
の
立
直
し
が
進
め
ら
れ
て
'
第

一
次
大
戦
期
に
な
る
と
参
加
企
業
が
共
同
で
新
聞
業
者
と
の
価
格
交
渉
に
当
た
る

よ
う
に
な

っ
た
｡
勿
論
'
こ
う
し
た
新
聞
用
紙
共
販
体
制
の
修
復
に
は
'

一
九

一
六
年
に
王
子
製
紙
や
富
士
製
紙
が
供
給
余
力
な
し
と
し

(6
)

て
新
規
受
注
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
新
聞
用
紙
に
お
け
る
需
給
状
態
の
逼
迫
化
が
背
景
に
あ

っ
た
｡
ち
な
み
に
'
大
正
会
洋
紙
商

は
'
こ
の
新
聞
用
紙
の
取
引
に
お
い
て
は
'
共
同
洋
紙
の
委
託
で
新
聞
社

へ
の
用
紙
納
入
や
代
金
回
収
の
業
務
を
代
行
し
て
手
数
料
を
待

(7
)

る
に
止
ま
っ
て
い
た
｡

こ
の
よ
う
に

一
般
洋
紙
と
新
聞
用
紙
で
は
流
通
榛
溝
な
ど
に
大
き
な
相
違
が
あ

っ
た
け
れ
ど
も
'
製
紙
企
業
は
'
第

一
次
大
戦
期
の
需

給
状
態
の
逼
迫
化
と
と
も
に
王
子
製
紙
や
富
士
製
紙
な
ど
有
力
大
企
業
を
中
心
に
流
通
機
構
'
そ
し
て
更
に
国
内
市
場
全
体
に
対
す
る
支

配
を
強
め
て
い
-
よ
う
に
な

っ
た
｡
次
に
見
る
日
本
製
紙
連
合
会
の
第

一
次
大
戦
期
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
活
動
は
'
斯
か
る
製
紙
企
業
の

市
場
支
配
力
強
化
を
前
提
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

(
1
)
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
の
企
業
発
展
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢
明
治
中
期
～
大
正
期
に
お
け
る
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
-
寡
占
的
な
発
展
を
も
た
ら

し
た
経
営
戦
略
を
中
心
に
-
｣

(
『経
営
史
学
』
第

一
〇
巻
第
三
号
'

1
九
七
六
年
三
月
'
研
究
ノ
ー
ト
'
四
二
-
六
二
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
2
)
成
田
潔
英
編
著

『洋
紙
販
路
の
開
拓
と
実
際

･
中
井
商
店
史
』
稿
本
'
未
刊
行
'

1
六
四
-

一
六
六
頁
.
前
掲

｢第

l
次
大
戦
期
の
日
本
製
紙
連

合
会
｣

一
八
頁
｡
前
田
和
利

｢
洋
紙
流
通
機
構
の
形
成
過
程
｣

(
『駒
大
経
営
研
究
』
第

二

巻
第
二
二
二
号
'

一
九
八
〇
年
二
月
'

一
六
九
-

一

七
八
頁
)｡

(
3
)

｢時
局
好
影
響
事
業
中
に
計
へ
ら
れ
た
る
製
紙
業
｣

(
日
本
製
紙
連
合
会

『紙
業
雑
誌
』
第

一
〇
巻
第

一
号
'

一
九

一
五
年
三
月
'
二
九
-
三
〇

頁
｡
但
し
'
大
阪
毎
日
新
聞
記
事
の
転
載
)
.

｢
紙
価
奔
騰
の
大
勢
｣

(紙
之
世
界
社

『紙
之
世
界
』
第

一
〇
七
号
'

一
九

l
七
年
九
月
'
四
-
六

頁
)
｡
王
子
製
紙

『藤
原
社
長
歳
末
訓
示
』

一
九

一
八
年

二

一月
｡
王
子
製
紙
編

『
日
本
紙
業
総
覧
』

一
九
三
七
年
版
'
附
表
二
七
頁
｡

(

4

)

日
本
銀
行
調
査
局

『紙
及
紙
料

二
関
ス
ル
調
査
』

1
九
二
〇
年
､
二
-
三
貴
.

(

5

)

前
掲

『洋
紙
販
路
の
開
拓
と
実
際
』
三
三
三
-
二
三
四
頁

｡
前
掲

｢
洋
紙
流
通
機
構
の
形
成
過
程
｣

一
八
〇
頁
｡
前
掲

『紙
及
紙
料
二
関
ス
ル
調



査
37
〓
ハ
ー

一
八
'
三
1
頁
?

(

6

)

藤
原
銀
次
郎
述

｢
故
穴
水
要
七
君
追
想
談
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
四
巻
第
二
号
'

一
九
二
九
年
四
月
'
五
三
-
五
五
頁
)
｡
吉
田
蹄
三

｢
故
穴

水
要
七
君
と
製
紙
業

･
続
｣

(同
上
誌
'
第
二
七
巻
第
九
号
'

一
九
三
二
年

一
一
月
'
七
-

八
頁
)
｡

｢
紙
価
の
暴
騰
と
そ
の
影
響
｣

(
『紙
之
世

界
』
第
八
九
号
'

一
九

一
六
年
三
月
'
九
頁
｡
但
し
'
大
阪
毎
日
新
聞
記
事
の
転
載
)
｡

(

7

)

前
掲

『紙
及
紙
料

二
関
ス
ル
調
査
』
三
二
頁
｡

目

価
格
協
定

日
本
製
紙
連
合
会
は
'
前
述
の
よ
う
に

一
八
八
〇
年
製
紙
所
連
合
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
際
に
最
初
の
価
格
協
定
を
試
み
て
失
敗
し
た

後
'

一
般
洋
紙
を
対
象
に
価
格
協
定
の
復
活
や
共
同
販
売
機
関
の
設
立
を
幾
度
か
検
討
し
て
い
た
が
'
い
ず
れ
も
明
治
期
に
は
加
盟
製
紙

(1
)

企
業
間
で
合
意
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
｡
そ
れ
で
も
'

一
九

〇
六
年
と

一
九

一
三
年
の
組
織
改
革
に
よ
る
少
数
の
有
力
加
盟
企
業
を
中

心
と
し
た
指
導

･
運
営
体
制
の
強
化
と
と
も
に
'
有
力
企
業
の
利
益
を
反
映
し
た
カ
ル
テ
ル
活
動
再
開
の
機
運
が
高
ま
.っ
て
-
る
よ
う
に

な

っ
た
｡
こ
こ
で
は
'
斯
-
し
て
第

一
次
大
戟
期
に
再
開
さ
れ
て
-
る
価
格
協
定
に
つ
い
て
考
察
す
る
｡

日
本
製
紙
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動
再
開
に
先
立
つ
一
九

一
三

(大
正
二
)
年
四
月
に
'
当
時
の
富
士
製
紙
専
務
取
締
役
原
口
要
は
､

明
治
末
か
ら
の
製
紙
業
不
振
の
原
田
を
世
界
的
紙
価
の
下
落
の
他
に

｢製
紙
上
の
調
整
｣
を
欠
い
た

｢無
用
の
競
争
｣
に
あ
る
と
し
て
'

(2
)

｢
増
設
の
調
整
｣
を
唱
え
て
い
た
｡
こ
の
提
言
の
影
響
は
定
か
で
な
い
｡
だ
が
'

一
九

一
二
年
頃
か
ら
市
況
の
好
転
化
と
と
も
に
生
産
設

備
拡
張
の
動
き
が
活
発
に
な

っ
て
い
た
製
紙
業
界
で
は
'
同
様
の
意
見
が
高
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡
日
本
製
紙
連
合
会
は
'

一
九

一

(3
)

三
年
六
月
の
理
事
会
決
議
を
以
て
加
盟
製
紙
各
社
で
の
工
場
拡
張
計
画
の
調
整
に
乗
り
出
し
て
'

｢
同
種
品
の
過
剰
を
恐
れ
｣
る
各
社
に

(4
)

増
設
の
延
期
や
中
止
を
働
き
掛
け
た
｡
そ
れ
で
も
生
産
の
拡
大
と
輸
入
の
増
加
に
よ
っ
て
上
等
印
刷
用
紙
の
市
場
に
お
け
る
供
給
過
剰
が

著
し
-
'
翌

一
九

一
四
年
の
五
'
六
月
に
は
'
当
該
企
業
の
間
で

｢
救
済
策
｣
の
協
議
を
目
的
と
し
た

｢
秘
密
会
｣
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

(5
)

に
も
な

っ
た
｡

.

LlJ
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こ
の
よ
う
に
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
復
活
の
動
き
は
'
先
ず
生
産
拡
大
の
規
制
と
し
て
現
わ
れ

た
｡
但

し
'

そ
れ

は
'

一
部
の
加
盟
企
業
を
中
心
と
す
る
未
だ
非
公
式
な
動
き
に
止
ま
り
'

一
九

一
三
年
以
来
実
質
上
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と
な
っ
て
い

た
商
議
貞
会

(製
紙
業
者
だ
け
の
正
会
員
に
よ
っ
て
構
成
)
の
議
決
を
経
た
も
の
で
な
か
っ
た
｡
そ
の
上
'
第

一
次
大
戦
の
勃
発
で
前
述

の
ご
と
-
洋
紙
の
需
給
状
態
が

一
変
す
る
と
'
こ
の
生
産
拡
大
規
制
の
動
き
は
霧
散
し
て
'
市
況
の
硬
化
を
背
景
に
し
た
新
た
な
価
格
協

定
の
復
活
に
よ
る
市
価
の
統
制
を
め
ざ
す
動
き
が
現
わ
れ
て
-
る
よ
う
に
な

っ
た
｡

日
本
製
紙
連
合
会
は
'

一
九

一
四

(大
正
三
)
年
の
第

一
次
大
戦
が
勃
発
し
た
翌
月
の
八
月
に
臨
時
商
議
員
会
を
開
催
し
て
'
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
製
紙
用
資
材
の
輸
入
途
絶
に
よ
る
製
紙
コ
ス
ト
の
上
昇
化
を
見
込
ん
で
早
々
と
特
殊
紙
三
〇
%
'
そ
の
他
の
洋
紙

一
五
%
迄

の
出
荷
価
格
引
上
げ
を
協
定
し
た
｡
但
し
'
こ
の
市
価
の
動
き
を
先
取
り
し
た
最
初
の
価
格
引
上
げ
協
定
は
'
個
々
の
加
盟
企
業
間
に
製

品
の
種
類
や
資
材
在
庫
の
多
寡
に
よ
る
利
害
の
不

一
致
が
あ

っ
て
'

一
律
的
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
新
聞
用
紙

(6
)

の
価
格
は
'
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
王
子
製
紙
の
工
場
増
設
に
よ
る
生
産
過
剰
化
が
見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
据
置
か
れ
た
｡

次
い
で
一
九

一
五
年
に
な
る
と
､
二
月
の
商
議
員
会
で
の
協
議
を
皮
切
り
に
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
輸
入
染
料
の
不
足
な
ど
を
理
由

(7
)

に
色
紙
な
ど
の
洋
紙
出
荷
価
格
の
引
上
げ
が
'
依
然
随
意
実
施
を
条
件
に
し
な
が
ら
も
相
次
い
で
協
定
さ
れ
た
｡
更
に
八
月
に
も
原
料
パ

ル
プ
の
値
上
り
を
理
由
に

｢
中
上
等
品
｣
洋
紙
の
出
荷
価
格
が
五
～
一
〇
%
'
色
紙
が

一
〇
～
二
〇
%
'
そ
し
て
一
〇
月
に
も
同
様
の
引

(8
)

上
げ
が
協
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
協
定
に
よ
る
出
荷
価
格
の
人
為
的
引
上
げ
に
思
惑
取
引
の
影
響
が
加
わ
っ
て
'
洋
紙
の
市
場
価
格
は
'

一
九

一
五
年
の
秋
以

降
暴
騰
を
は
じ
め
た
｡
製
紙
業
者
の
紙
価
上
昇
に
対
す
る
期
待
は
'
当
時
の
富
士
製
紙
販
売
部
長
の
穴
水
要
七
が

｢
千
載

一
遇
の
こ
の
時(9
)

局
｣
と
し
て

｢
我
々
製
紙
業
者
が
嘗
て
経
験
し
た
事
の
な
い
突
飛
な
相
場
が
脆
て
近
-
現
ほ
れ
て
-
る
事
を
深
-
確
信
す
る
｣
と
述
べ
た

よ
う
に
相
当
大
き
か
っ
た
｡
尤
も
'

一
九

一
六
年
に
な
る
と
'
洋
紙
市
況
が
投
機
性
を
強
め
て
洋
紙
商
に
よ
る
買
占
め
や
売
止
め
が
盛
ん
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に
行
な
わ
れ
た
た
め
に
'
大
口
需
要
者
で
あ
る
新
聞
業
者
を
中
心
に
印
刷
用
紙
と
製
紙
用
パ
ル
プ
の
輸
入
税
撤
廃
と
輸
出
許
可
制
の
実
施

を
求
め
る
法
案
の
衆
議
院

へ
の
上
程
を
め
ざ
す
動
き
が
次
第
に
台
頭
し
て
き
た
｡
そ
こ
で
同
年
二
月
の
商
議
員
会
は
'
こ
の
法
案
上
程
の

運
動
を
封
じ
る
た
め
に
'
大
正
会
洋
紙
商
と
協
力
し
て
各
社
製
品
別
の
最
高
卸
売
価
格
を
三
ケ
月
間
協
定
し
て
'
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と

で
'
紙
価
の
急
騰
を
抑
制
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
ま
た
共
同
洋
紙
取
扱
い
の
新
聞
用
紙
価
格
も
'
当
面
引
上
げ
が
自
粛
さ
れ
る

(10
)

よ
う
に
な

っ
た
｡
だ
が
'
こ
う
し
た
措
置
は

一
時
的
な
も
の
で
あ

っ
た
｡

日
本
製
紙
連
合
会
の
商
議
員
会
は
'
こ
う
し
て
同
法
案
の
上
程
を
見
送
ら
せ
る
と
'
再
び

一
九

一
六
年
七
月
以
降
協
定
に
よ
る
最
低
出

荷
価
格
の
引
上
げ
に
取
組
む
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
の
価
格
協
定
の
詳
細
な
内
容
は
'
不
明
で
あ
る
が
､
そ
の
後
九
月
に
協
定
価
格
を

一
ポ

ン
ド
当
り

一
銭
'
ま
た

l
九

一
七
年
六
月
に
同
じ
-

一
〇
%
以
上
の
引
上
げ
を
決
議
し
て
い
る
｡
こ
の
内
'
後
者
の
会
合
で
は
'
同
時
に

以
後
価
格
協
定
の
決
議
を
外
部
に
公
表
し
な
い
こ
と
も
決
定
し
て
い
た
｡
こ
れ
は
'
価
格
協
定
に
よ
る
紙
価
の
引
上
げ
に
対
す
る
需
要
者

31日ー
内

の
反
発
を
避
け
る
た
め
の
措
置
と
思
わ
れ
る
｡

こ
う
し
た
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
価
格
カ
ル
テ
ル
の
動
き
も
影
響
し
て
'
洋
紙
の
一
般
市
価
は
先
に
引
用
し
た
日
銀
調
査
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
暴
騰
を
続
け
た
｡
政
府
が

一
九

一
七
年
九
月
農
商
務
省
令
に
よ
る
印
刷
用
紙
と
製
紙
用
パ
ル
プ
の
実
質
的
な
輸
出
禁
止
措
置
を

(t2
)

採

つ
て
も
'
市
況
の
大
勢
に
影
響
が
な
か
っ
た
｡
市
況
は
'
そ
の
後

一
九

一
八
年
に
な
る
と
再
び
洋
紙
商
の
間
で
買
占
め
な
ど
が
横
行
し

て
投
機
性
を
強
め
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
紙
価
の
上
昇
を
歓
迎
し
て
い
た
が
'
新
聞
業
者
な
ど
か
ら
の
攻
撃
の
マ
ト
に
な
り
易
い
過

度
の
投
機
的
相
場
の
形
成
を
常
に
警
戒
し
て
い
た
よ
う
で
'
七
月
に
理
事
会
決
議
を
以
て
大
正
会
洋
紙
商
に

｢
紙
類
思
惑
的
買
煽
り
防
止

(13
)

ノ
件
｣
と
し
て

｢
警
告
的
通
牒
｣
を
行
な

っ
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
'
そ
の
後
も
紙
価
の
上
昇
が
暫
-
続
い
た
｡

と
こ
ろ
で
新
聞
用
紙
の
価
格
引
上
げ
は
'
前
述
の
よ
う
に
日
本
製
紙
連
合
会
が
関
与
し
た
場
合
も
あ

っ
た
が
'
そ
の
生
産
が

一
部
の
有

力
企
業
に
集
中
し
て
い
た
の
で
'
非
有
力
企
業
の
加
わ
っ
た
日
本
製
紙
連
合
会
で
の
協
議
事
項
と
す
る
の
に
馴
染
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
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る
｡
従

っ
て
'
共
同
洋
紙
に
係
わ
る
問
題
と
し
て
や
が
て
処
理
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
｡
共
同
洋
紙
は
'

一
九
〇
一'年
の
設
立
直
後

育
-
製
紙
企
業
か
ら
新
聞
用
紙
を
無
制
限
か
つ
独
占
的
に
買
受
け
て
'
そ
れ
を
協
定
価
格
で
特
約
商
を
通
じ
て
需
要
者
に
供
給
し
て
い
た

が
'
製
紙
企
業
に
よ
る
滞
貨
の
押
し
っ
け
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
'
日
露
戦
争
後
か
ら
受
託
販
売
方
式
に
転
換
し
'
そ
の
引
受
量
を
製
紙
企

(14
)

業
と
協
定
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
｡
し
か
し
'
そ
れ
で
も
製
紙
企
業
が
自
社
品
の
販
路
拡
大
を
目
的
に
独
自
の
売
込
み
競
争
を
展
開
し

た
の
で
'
次
第
に
単
な
る
形
式
的
な
受
渡
し
機
関
に
過
ぎ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
｡
そ
こ
で
'
王
子
製
紙
や
富
士
製
紙
を
中
心
に
共
同
洋

紙
に
よ
る
共
販
体
制
の
再
建
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
矢
先
に
'
偶
々
第

一
次
大
戦
に
よ
る
需
要
の
急
増
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
｡

第

一
次
大
戦
期
に
新
聞
用
紙
の
価
格
も
上
昇
し
た
｡

だ
が
'
そ
の
上
昇
の
テ
ン
ポ
は
'

一
般
洋
紅
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
遅
か
っ
た
｡

共
同
洋
紙
に
よ
る
共
同
販
売
協
定
価
格
は
､
巻
取
紙
を

｢
四
六
判
｣
と
称
す
る

一
枚

〇
･
八
六
平
方
メ
1
-
ル
の
平
判
紙
に
換
算
し
て
五

〇
〇
枚
分

(重
量
四
三
ポ
ソ
ド
)
を

｢
一
リ
ー
ム
｣

(別
称

｢
一
連
｣
)
と
定
め
た
単
位
で
見
る
と
'

一
九

二

一
(明
治

四
五
)
年

の

二
･
四
〇
-
二
･
四
五
円
が
'
そ
の
後

一
九

一
七
年

一
〇
月
に
三
二
二
円
'

一
九

一
八
年
六
月
に
四
･
八
円
へ
と
上
昇
し
て
い
た
｡
し
か

し
'
そ
の
値
上
り
は
､

1
九

1
二
年
の
上
限
価
格
を
基
準
と
す
る
指
数
で
見
て
も

1
九

1
七
年
に
l
三
六
'

1
九

1
八
年
に
一
九
六
で
あ

(15
)

り
'
先
の
日
銀
調
査
に
よ
る

一
般
洋
紙
価
格
の
上
昇
に
比
べ
る
と
半
分
程
度
に
止
ま
っ
て
い
た
｡

こ
の
よ
う
に
新
聞
用
紙
価
格
の
上
昇
が
遅
か
っ
た
の
は
'
前
述
し
た
輸
入
税
撤
廃
運
動
に
見
ら
れ
る
新
聞
業
者
の
政
治
力
を
警
戒
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
上
に
'

新
聞
用
紙
の
販
売
が
通
常

一
年
単
位
の
長
期
契
約
で
あ

っ
て
'

契
約
期
間
の
中
途
に
お
け
る
価
格
改
訂

が
難
し
か
っ
た
た
め
と
'
ま
た
有
力
新
聞
社
を
中
心
と
す
る
需
要
者
側
の
買
手
集
中
に
よ
る
取
引
桔
抗
力
の
形
成
に
よ
っ
て
価
格
引
上
げ

が
抑
制
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
｡

一
九

一
七
年

一
〇
月
の
共
同
洋
紙

(製
紙
業
者
)
と
新
聞
社
と
の
価
格
交
渉
も
'

そ
の
前
月
に
先
述
の

ご
と
く
王
子
製
鉄
の
新
聞
用
紙
在
庫
が
売
上
げ
の
三
日
分
迄
減
少
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
'
旧
価
格
に
対
す
る
引
上
げ
幅
を
め
ぐ
っ
て

(16
)

対
立
L
t
農
商
務
大
臣
な
ど
の
調
停
を
受
け
て
結
局
後
者
に
相
当
有
利
な
内
容
で
の
決
着
を
見
て
い
た
｡
そ
こ
で
'
こ
う
し
た
価
格
上
昇



図-2 有力三社の総資本総利益率の推移

図12-(A) 売上高総利益率の推移

1912
(大正元)

1920 1926 1930
(大正9) (昭和元) (昭和5)

図-2-(B) 総資本回転率の推移

(3社各期考課状より作成)
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の
遅
れ
に
つ
い
て
'

一
般
洋
紙
価
格
の
引
上
げ
で

｢
暴
利
｣
を
得
た
製
紙
業
者
に
よ
る
世
論
の
反
発
を
避
け
る
た
め
の
新
聞
業
者
向
け
の

｢
公
然
た
る
賄
賂
の
提
供
｣
と
す
る
批
判
ま
で
現
わ
れ
て
い
た
｡

だ
が
'
新
聞
業
者
の
取
引
交
渉
力
が
強
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
'
何
と

言
っ
て
も
当
時
大
阪
の
朝
日
新
聞
社
や
毎
日
新
聞
な
ど
の
有
力
新
聞
業
者
が

｢
地
方
新
聞
｣
を
脱
し

｢
全
国
新
聞
｣

(中
央
紙
)
に
成
長

(17
)

し
っ
つ
あ
り
'
製
紙
企
業
に
と
っ
て
大
口
需
要
の
顧
客
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
｡

こ
う
し
て

一
般
洋
紙
と
新
聞
用
紙
で
は
価
格
上
昇
率
に
相
当
な
差
が
あ

っ
た
も
の
の
'
洋
紙
全
般
の
価
格
は
'
日
本
製
紙
連
合
会
や
共

同
洋
紙
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
の
効
果
と
需
給
状
態
の
逼
迫
化
が
相
保

っ
て
'
第

一
次
大
戦
期
に
著
し
-
上
昇
し
た
｡
そ
の
結
果
'
製
紙

企
業
は
'

一
様
に
高
利
益
を
得
て
い
-
よ
う
に
な

っ
た
｡
図
-
二
に
よ
る
と
'
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
は
'
と
も
に
開
戦
当
初
に
年
率

一

〇
%
程
度
で
あ

っ
た
総
資
本
総
利
益
率
が
そ
の
後
漸
次
上
昇
し
て
い
き
'

一
九

一
七
年
か
ら
二
〇
%
以
上
に
な

っ
て
い
る
｡
当
時
国
内
製

紙
高
の
三
〇
%
以
上
を
占
め
る
第

一
位
規
模
の
企
業
で
あ

っ
た
王
子
製
紙
の
専
務
取
締
役
藤
原
銀
次
郎
は
'
こ
う
し
た
高
利
益
を
背
景
に

し
て
大
戦
終
了
直
後
の
一
九

一
九
年
に

｢
我
が
製
紙
事
業
に
対
し
て
は
'
今
後
政
府
の
保
護
を
必
要
と
し
な
い
｣
と
広
言
す
る
ま
で
に
な

(18
)

っ
た
の
で
あ
る
｡

(

1

)

前
掲

｢
第

一
次
大
戦
期
前
の
日
本
製
紙
連
合
会
｣
八
-

一
〇
㌧

一
三
-

一
四
'

一
七
-

一
九
頁
｡
新
聞
用
紙
の
み
の
共
同
販
売
を
目
的
と
す
る
共

同
洋
紙
が
設
立
さ
れ
た
の
は
'
こ
こ
で
の
共
販
機
関
設
立
の
協
議
が
実
を
結
ば
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
｡

(

2

)

原
口
要
談

｢製
紙
事
業
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
八
巻
第
二
号
'

一
九

一
三
年
四
月
､
二
七
-
二
九
頁
｡
但
し
'
報
知
新
聞
記
事
の
転
載
)
0

(

3

)

一
九

一
三
年
五
月
三
〇
日
付
'
専
務
理
事
藤
原
銀
次
郎
書
簡

(
日
本
製
紙
連
合
会

『明
治
二
五
年
前
後
書
類

自
二
六
年
至
三
一
年
営
業
景
況
』

所
収
)
｡
原
六
郎
談

｢製
紙
界
所
感
教
則
｣

(
『紙
之
世
界
』
第
五
七
号
'

一
九

二
二
年
七
月
'
五
頁
)
｡

｢製
紙
拡
張
の
内
容
｣

(同
上
誌
'
第

五
八
号
'

一
九

一
三
年
八
月
'

一
〇
-

一
一
頁
)
0

(
4

)

広
瀬
弘
之
助
談

｢
対
清
輸
出
の
現
況
と
内
国
市
場
の
前
途
｣

(
『紙
之
世
界
』
第
六

一
号
'

一
九

一
三
年

二

月
'
四
-
五
頁
)
｡

｢最
近
三
年

紙
業
の
変
遷
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
九
巻
第
七
号
'

一
九

一
四
年
九
月
'
五
頁
)
0

(

5

)

前
掲

｢
対
清
輸
出
の
現
況
と
内
国
市
場
の
前
途
｣
四
-
五
頁
｡

一
九

一
四
年
五
月

〓

日
付
'
日
本
製
紙
連
合
会
書
簡

(
日
本
製
紙
連
合
会

『往
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復
書

目
大
正
元
年
』
所
収
)
｡
日
本
製
紙
連
合
会

『自
大
正
二
年
至
同

〓

1年

理
事
会

･
商
議
員
全
決
議
壕
』
.

(
6
)

｢
日
本
製
紙
連
合
会
臨
時
集
会
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
九
巻
第
七
号
､

1
九

1
四
年
九
月
'
五
二
頁
)
O

｢製
紙
連
合
会
の
値
上
決
議
｣

(
『紙

之
世
界
』
第
七

一
号
'

一
九

一
四
年
九
月
'

一
五
-

一
六
頁
)
｡
岡
田
宋
音
談

｢
紙
価
暴
騰
と
板
紙
事
情
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
〇
巻
第
九
号
'

一
九

一
五
年

二

月
'
二
七
頁
)
｡

｢新
聞
用
紙
の
輸
出
拡
張
｣

(同
上
誌
'
第
九
巻
第

二

号
､

一
九

一
五
年

一
月
'
四
八
頁
)

0

(
7
)

｢
日
本
製
紙
連
合
会
商
議
員
会
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
〇
巻
第

一
号
'

一
九

一
五
年
三
月
'
四
九
頁
)
｡

｢
色
紙
の
借
上
並
に
注
文
謝
絶
｣
'

｢
片
艶
ロ
ー
ル
紙
の
値
上
協
定
｣

(以
上
'
同
上
誌
'
第

1
0
巻
第
四
号
'

7
九

l
五
年
六
月
'
四
四
-
四
五
頁
)
｡

(
8
)
日
本
製
紙
連
合
会
庶
務
理
事
書
簡
'

一
九

一
五
年
八
月
協
定
メ
モ
'
梅
津
製
紙
宛
日
本
製
紙
連
合
会
書
簡

(以
上
'
前
掲

『往
復
書

目
大
正
元

年
』
所
収
)
｡

｢
大
正
四
年

一
〇
月

秋
季
総
会
決
議
録
｣

(
『
日
本
製
紙
連
合
会
総
会
決
議
録

自
明
治
四
四
年
至
大
正

一
〇
年
』
所
収
)
｡
小

笠
原
弥
六

｢
製
紙
業
の
時
局
影
響
と
将
来
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

二

一巻
第
六
号
'

一
九

一
七
年
八
月
'
二
六
-
二
七
頁
)
0

(
9
)
穴
水
要
七
談

｢
紙
価
暴
騰
の
機
漸
-
迫
る
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
〇
巻
第
八
号
'

一
九

一
五
年

一
〇
月
'
二
七
⊥

二
〇
頁
｡
但
し
'
紙
之
世
界

記
事
の
転
載
)
0

(
10
)

｢
衆
議
院
に
於
け
る
紙
価
問
題
｣
'

｢洋
紙
類
暴
騰
防
止
策
の
実
行
｣

(以
上
'

『紙
巣
雑
誌
』
第

二

巻
第

l
号
t

l
九

l
六
年
ニ
l月
'
四
七

-
四
八
頁
)
O

｢
公
開
し
た
洋
紙
の
価
格
｣

(同
上
誌
'
第
二
五
巻
第
四
号
t

l
九
三
〇
年
六
月
'
二
頁
)
0

(
11
)

1
九

1
六
年
七
月

一
七
日
付
'
日
本
製
紙
連
合
会
書
簡
'

｢
大
正
五
年
九
月
二
〇
日
決
議
｣
(以
上
'
前
掲

『往
復
書

自
大
正
元
年
』
所
収
)0

｢
洋
紙
値
上
決
定
｣
(
『紙
之
世
界
』
第

一
〇
五
号
'

一
九

一
七
年
七
月
'

一
七
頁

｡
但
し
'
大
阪
時
事
の
記
事
転
載
)
｡

一
九

一
七
年
六
月

一
九
㌧

二
〇
日
商
議
員
全
決
議

(前
掲

『自
大
正
二
年
至
同

一
二
年

理
事
会

･
商
議
員
会
決
議
録
』
所
収
)
0

(
12
)
藤
原
銀
次
郎

｢輸
出
制
限
案
の
三
種
の
利
益
｣
'
穴
水
要
七

｢
制
限
令
の
影
響
と
紙
価
の
前
途
｣

(以
上
'

『紙
之
世
界
』
第

一
〇
八
号
'

一
九

1
七
年

l
〇
月
'
四
-
八
頁
)
｡

｢
紙
価
調
節
と
当
局
意
見
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

二
l巻
第
七
号
'

1
九

1
七
年
九
月
'
二
-
三
頁
)
.

(
ほ
)

1
九

一
八
年
七
月
二
五
日
付
'
理
事
会
決
議
録

(前
掲

『自
大
正
二
年
至
同

1
二
年

理
事
会

･
商
議
員
全
決
議
録
』
所
収
)
｡

｢
休
戦
後
の
紙

市
場
｣

(東
洋
経
済
新
報
社

『東
洋
経
済
新
報
』

l
九

1
八
年

l
二
月
五
日
号
､
三
六
-
三
七
頁
)
｡

(14
)
成
田
潔
英

『
王
子
製
紙
社
史
』
第
二
巻
'
王
子
製
紙
'

一
九
五
七
年
'

二

二

-

一
四

一
頁
｡
吉
田
悌

一
郎

｢我
国
に
於
け
る
カ
ル
テ
ル
の
発
達

と
其
の
現
状
の
概
観
｣

(
工
業
経
済
研
究
会
編

『
カ
ル
テ
ル
研
究
』
森
山
書
店
'

一
九
三
四
年
'
三
六
頁
)
0

(15
)
鈴
木
尚
夫
編

『現
代
日
本
産
業
発
達
史
12

紙

･
パ
ル
プ
』
交
誼
社
出
版
局
'

一
九
六
七
年
'

一
二
五
頁
｡
富
士
製
紙

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』

(背
表
紙
に
王
子
製
鉄
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
内
容
は
富
士
製
紙
の
も
の
で
'
両
社
の
合
併
で
移
管
し
た
と
推
定
さ
れ
る
)
二
二
頁
目
｡
日
本
新
閲

連
盟
編

『
日
本
新
聞
百
年
史
』

1
九
六
二
年
'
五
七
二
頁
｡

(16
)
三
峯
山

｢紙
価
奔
騰
の
大
勢
｣

(
『紙
之
世
界
』
第

一
〇
七
号
'

一
九

一
七
年
九
月
'
四
-
六
頁
)
｡

｢製
紙
業
者
と
新
聞
業
者
｣
'

｢当
意
即

1･トーr･*
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妙
の
挨
拶
演
説
｣

(以
上
'

『紙
業
雑
誌
』
第

一
二
巻
第
八
号
'

一
九

一
七
年

一
〇
月
'
四
頁
)
｡

｢
紙
価
騰
貴
と
新
聞
用
紙
｣

(
同
上
誌
'
第
二

一
巻
第
四
号
'

一
九
二
六
年
六
月
'

一
頁
)
0

(
17
)
国
内
製
紙
高
に
占
め
た
新
聞
用
紙
の
比
率
は
'
大
体
で
一
九

一
二
年
に
三
五
%
'

一
九

一
三
年
と

一
九

一
六
年
に
三
〇
%
'

一
九

一
七
年
に
四
〇

%
'

一
九
二
1
年
に
五
二
%
'

1
九
二
六
年
に
四
八
%
で
あ
っ
た

(前
掲

｢
明
治
中
期
～
大
正
期
に
お
け
る
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
｣
五
九
頁
の
注

囲)
｡
明
治
後
期
か
ら
の
全
国
新
聞
の
台
頭
に
つ
い
て
は
'
山
本
武
利

｢新
聞
産
業
の
形
成
過
程
｣

(
『東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
』
第

1
九

号
'

一
九
七
〇
年
'

二

七
-

1
九
四
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

｢
乱
暴
な
紙
価
調
節
撤
文
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

1
二
巻
第
八
号
t

l
九

1
七
年

一
〇
月
'
二
頁
)
｡

(
1
)

｢製
紙
業
は
保
護
不
要
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
四
巻
第
二
号
'

一
九

1
九
年
四
月
'
五
五
頁
)
0

三

第

一
次
大
戦
後
の
カ
ル
テ
ル
活
動

H

市
場
条
件

日
本
の
近
代
製
紙
業
は
'
先
述
の
よ
う
に
第

一
次
大
戦
期
を
通
じ
て
年
率

一
〇
%

(対
前
年
比
)
を
上
回
る
生
産
拡
大
を
続

け

た
結

果
'

一
九

一
八
年
の
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
製
紙
高
は
'

一
九

一
三
年
の

一
･
七
倍
に
あ
た
る
四
億
九
八
九
六
万
ポ
ン
ド
と
な

っ

た
｡
こ
の
生
産
拡
大
は
'
主
と
し
て
既
存
企
業
の
増
産
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
の
加
盟
企
業
数

(準
会
員
の
洋
紅
商

を
除
く
)
は
'

一
九

一
三
年
の

一
三
社
が

一
九

一
七
年
に

一
四
社
と
な
る
に
止
ま

っ
て
い
た
｡
こ
れ
以
外
に
大
蔵
省
印
刷
局
な
ど
若
干
の

(1
)

工
場
や
企
業
が
存
在
し
た
が
'
そ
の
製
紙
高
は
'
過
大
に
推
計
し
て
も
加
盟
企
業
合
計
の
八
%
以
下
で
あ

っ
た
｡

王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
は
'
第

一
次
大
戟
期
を
通
じ
て
業
界
に
お
け
る
生
産
面
の
優
位
を

一
層
強
固
に
し
た
｡
こ
の
二
社
の
日
本
製
紙

連
合
会
加
盟
企
業
製
紙
高
に
占
め
る
比
率
は
'
合
計
で
六
〇
%
を
越
え
て

(秦
-

一
)
'
三
菱
製
紙
な
ど
の
他
企
業
を
大
き
く
引
き
離
す

に
至

っ
た
｡
そ
の
上
'
自
社
に
よ
る
北
海
道
と
樺
太

(
サ
ハ
リ
ン
)
で
の
パ
ル
プ
材
資
源
の
支
配
と
'
有
力
洋
紙
商
と
の
特
約
関
係
強
化

に
よ
る
洋
紙
流
通
機
構
の
系
列
化
を
着
々
と
進
め
'
国
内
製
紙
業
に
お
け
る
二
大
企
業
中
心
体
制
を
決
定
的
に
し
た
か
と
も
思
わ
れ
た
｡
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ま
た
事
実
t.
第

一
次
大
戦
後
に
は
､
こ
の
二
社
に
同
じ
-
樺
太
パ
ル
プ
材
資
源
の
一
角
を

一
九

一
三

(大
正
二
)
年
設
立
の
樺
太
工
業
に

(2
)

よ
っ
て
確
保
し
た
大
川
平
三
郎
系
連
合
企
業
五
社

(
一
九
二
〇
年
に
四
社
と
な
る
)
を
加
え
て
業
界
の
主
要
な
競
争
関
係
が
形
成
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
国
内
の
洋
紙
市
況
は
'
第

一
次
大
戦
後
に
様
相
を

一
変
さ
せ
た
｡

一
九

一
八

(大
正
七
)
年

一
一
月
の
大
戦
終
結
と
と
も

に
､
洋
紙
市
価
が
反
落
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
｡
手
形
取
引
期
間
の
短
縮
で
資
金
繰
り
が
悪
化
し
た
零
細
洋
紙
商
の
手
持
品
投
売
り
に
端

を
発
し
た
洋
紙
市
価
の
下
落
は
'

一
九

一
九
年
秋
に
一
時
的
小
康
状
態
を
見
せ
た
も
の
の
､

一
九
二
〇
年
三
月
の

｢
戦
後
恐
慌
｣
発
生
と

と
も
に
本
格
化
し
た
｡
上
等
印
刷
用
紙
価
格
は
､
同
年
三
月
の
一
ポ
ン
ド
四
八
銭
が
二
ケ
月
後
に
三
八
銭
ま
で
二
一
%
下
落
し
､
新
聞
用

(3
)

紡
価
格
も
'
同
じ
-

一
リ
ー
ム
一
一
円
が
七
円
ま
で
三
六
%
下
落
し
た
｡

ま
た
'
洋
紅
需
要
の
伸
び
の
鈍
化
に
よ
っ
て
､
滞
貨
が
急
増
す
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
前
掲
の
表
-

一
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
日
本
製
紙
連

合
会
加
盟
製
紙
企
業
の
合
計
販
売
高
は
∵

一
九

一
八
年
か
ら

一
九
二
〇
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
か
っ
た
｡
然
る
に
製
紙
高
は
､
そ

の
対
前
年
比
の
伸
び
を
若
干
低
下
さ
せ
な
が
ら
も
'
依
然
と
し
て

一
九
二
〇
年
ま
で
年
々
拡
大
傾
向
に
あ

っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
生
産
の
拡

大
が
続
い
た
の
は
､

戦
前
か
ら
需
要
の
一
貫
し
た
増
勢
に
対
応
し
て
き
た
有
力
製
紙
各
社
の
首
脳
部
が
'

戦
後
も
需
要
の
安
定
し
た
伸

(4
)

び
を
確
信
し
て
､
増
産
優
先
の
経
営
戦
略
を
堅
持
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
｡
と
-
に
富
士
製
紙
の
穴
水
要
七
専
務
取
締
役

(
一
九

一
八
年

取
締
役
か
ら
昇
格
)
は
'
需
要
の
長
期
的
拡
大
傾
向
を
見
込
ん
で
'

一
九
二
〇
年
に
中
堅
製
紙
企
業
二
社
の
合
併
も
行
な
う
な
ど
､
同
社

(5
)

の
生
産
拡
大
化
に
積
極
的
で
あ

っ
た
｡
だ
が
､
需
要
の
伸
び
勾
停
滞
に
よ
っ
て
'

1
九
二
〇
年
末
に
な
る
と
､
製
紙
各
社
は
､
こ
の
富
士

製
紙
の

｢
三
割
｣
を
最
高
に
年
間
製
紙
高
の

｢
最
低

一
割
以
上
｣
の
滞
貨
を
抱
え
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
滞
貨
の
中
心
は
､
国
内
製
紙
高
の

約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
で
あ

っ
た
｡
ま
た

｢
各
製
紙
会
社
及
問
星
の
手
許
在
庫
或
は
工
場
の
停
滞
品
｣
を
除
い

た

｢
全
国
営
業
倉
庫
｣
の

｢
市
場
在
庫
｣
も
､
同
年
末
に
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
年
間
製
紡
高
の
二
〇
%
を
越
え
る

一
億
三
〇
〇
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〇
万
ポ
ン
ド
ほ
ど
に
増
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る
｡
そ
の
頃
に

｢
市
場
在
庫
｣
の

｢
常
態
｣
と

一
般
的
に
さ
れ
て
い
た
の
は
'
七

〇
〇
〇
万

(6
)

ポ
ン
ド
前
後
で
あ

っ
た
｡

そ
こ
で
'
後
述
す
る
ご
と
-
日
本
製
紙
連
合
会
に
ょ
る
最
初
の
生
産
制
限
協
定
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
結
果
'
加
盟
企
業
製

紙
高
は

一
九
二
一
年
に
対
年
前
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た

(図
-

一
)
｡
尤
も
'
第

一
次
大
戦
直
後
に
低
迷
し
た
国
内
の
洋
紙
需
要
は
'

こ
の
一
九
二
一
年
か
ら
再
び
増
勢
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
｡
困

っ
て
'
加
盟
企
業
の
洋
紙
販
売
高
は
'
同
年
以
降
再
び
年
率

一
〇
%
以
上

の
伸
び
を
回
復
し
た
｡
右
の

｢
市
場
在
庫
｣
も

一
九
二
一
年
末
迄
に
八
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
へ
と
減
少
し
た
｡
従

っ
て
'
先
の
穴
水
専
務
が

同
年
末
に
東
京
銀
行
倶
楽
部
で
の
講
演
に

｢
年
々
一
割
以
上
需
要
が
殖

へ
て
参
り
ま
す
か
ら
'
今
差
当
り
供
給
の
方
が
多
い
と
し
て
も
'

二
年
の
後
に
は
需
要
が
増
進
し
て
供
給
不
足
と
な
る
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
｡
-
需
要
の
最
著
し
い
発
展
は
新
聞
紙
で
あ
り
ま
す
｡
-
併

し
完
全
な
工
場
を
造
ら
う
と
す
る
と
'
計
画
を
し
て
か
ら
三
年
掛
り
ま
す
｡
-

(故
に
-
引
用
者
記
)
今
か
ら
三
年
先
き
の
計
画
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
｣
と
述
べ
た
よ
う
に
'
富
士
製
紙
な
ど
の
各
社
は
'
滞
貨
の
整
理
が

一
段
落
し
た

一
九
二
二
年
か
ら
再
び
工
場
の
新
増
設

(7
)

な
ど
に
よ
る
生
産
拡
大
に
乗
出
し
た
の
で
あ
る
｡
な
か
で
も
'
当
時
の
洋
紙
需
要
の
半
分
近
-
を
占
め
て
い
た
新
聞
用
紙
需
要
は
'
新
聞

の
購
読
料
引
下
げ
に
よ
る
発
行
部
数
の
増
加
や
増
頁
に
よ
っ
て
'
穴
水
の
指
摘
通
り
に
年
々
安
定
し
た
増
勢
を
見
せ
'

一
九
二
四
年
頃
に

な
る
と
用
紙
供
給
力
の
不
足
化
が
懸
念
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
｡
王
子
製
紙
な
ど
の
よ
う
に
既
設
工
場
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
生
産
拡
大

(8
)

を
優
先
さ
せ
て
い
た
企
業
も
'
そ
の
た
め
新
た
な
工
場
の
拡
張
を
急
ぐ
よ
う
に
な

っ
て
い
-
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
て
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
所
有
抄
紙
機
台
数
は
'

一
九
二

一
年
の
九
三
台

(網
幅
合
計
八
六
七
二
イ
ン
チ
)
が

一
九
二

六

(昭
和
元
)
年
ま
で

一
四

一
台

(同

一
万
三
〇
四
五
イ
ン
チ
)

に
増
加
し
た
｡

そ
の
増
設
機
の
多
-
は
'

比
較
的
生
産
能
力
の
高
い

(9
)

大
型
の
新
鋭
機
で
占
め
ら
れ
て
い
た
｡
そ
こ
で
'
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
製
紙
高
は
'
前
掲
図
-

一
に
示
さ
れ
る
ご
と
-
対
前
年

比
で
l
九
二
二
年
以
降
に
な
る
と
第

1
次
大
戦
期
を
上
回
る
伸
び
を
示
す
よ
う
に
な

っ
て
'

一
九
二
五
年
下
期
か
ら
再
度
市
場
に
生
産
渦
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剰
状
態
を
も
た
ら
し
た
｡

一
時
小
康
を
保

っ
て
い
た
洋
紙
の
市
価
は
'
こ
れ
以
後
再
び
下
落
の
傾
向
を
強
め
だ
し
た
｡
か
-
て
'

一
九
二

(10
)

二
年
に

1
旦
廃
止
さ
れ
た
日
本
製
紙
連
合
会
の
生
産
制
限
協
定
が

1
九
二
六
年
に
復
活
し
て
い
-
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
第

一
次
大
戦
後
の
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
は
'
自
社
工
場
の
新
増
設
に
加
え
て
'
他
企
業
の
買
収
や
合
併
に
よ
る
生
産
拡

大
も
進
め
て
い
た
｡

一
九
二
五
年
ま
で
王
子
製
紙
が
五
社
'
富
士
製
紙
が
七
社
を
合
併
あ
る
い
は
買
収
し
て
い
た
｡
そ
の
た
め
'

一
九
二

六
年
の
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
製
紙
高
に
占
め
る
両
社
の
比
率
は
'
前
者
が
三
三
%
'
後
者
が
三
七
%
に
な

っ
て
い
た
｡
同
年
に
先

述
の
大
川
系
企
業
四
社
を
統
合
し
た
樺
太
工
業

(
一
九
二
〇
年
に
加
盟
)
の
一
五
%
を
加
え
る
と
'
こ
れ
ら
上
位
三
社
だ
け
で
既
に
八
五

%
に
達
し
て
い
た
｡
ま
た
'
未
加
盟
企
業
の
製
紙
高
は
'
こ
の
頃
に
な
る
と
加
盟
企
業
合
計
高
の
一二
%
程
度

(推
計
)
に
過
ぎ
な
-
な

っ,

(ll
)

て
お
り
'
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
存
在
意
義
を
全
-
失

っ
て
い
た
｡

こ
う
し
て
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
'
そ
し
て
樺
太
工
業
の
上
位
三
社
を
中
心
に
以
後
国
内
業
界
で
の
企
業
間
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
-

よ
う
に
な

っ
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
後
述
の
ご
と
-

一
九
二
五
年
に
工
場
拡
張
の
自
粛
を

一
応
申
合
わ
せ
'
次
い
で

一
九
二
六
年
か

ら
生
産
制
限
協
定
を
復
活
し
た
が
'
加
盟
企
業
の
工
場
拡
張
に
つ
い
て
は
'
企
業
間
利
害
の
対
立
で
直
接
規
制
の
対
象
上
し
な
か
っ
た
｡

そ
こ
で
'
有
力
各
社
は
'
印
刷
用
紙
や
模
造
紙
の
共
同
減
産
を
開
始
し
た
後
も
'
そ
の
他
の
種
類
の
洋
紙
に
重
点
を
移
し
て
依
然
工
場
の

(12
)

拡
張
競
争
を
続
け
て
い
た
｡
何
故
か
と
言
う
と
'
各
社
ご
と
に
製
品
市
場
戦
略
の
違
い
な
ど
か
ら
滞
貨
の
種
類
や
量
が
異
な
り
'
そ
れ
ぞ

れ
の
製
品
の
需
給
関
係
に
小
さ
か
ら
ざ
る
差
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
｡

一
九
二
二
年
以
降
製
紙
高
で
国
内
第

一
位
と
な

っ
た
富

士
製

紙

は
'
市
況
の
前
途
を
楽
観
し
て
い
た
穴
水
専
務
の
指
示
に
よ
っ
て
市
価
の
上
昇
を
直
ち
に
出
荷
価
格
の
引
上
げ
に
反
映
で
き
る

｢振
り
売

り
｣

(直
物
取
引
)
を
重
視
し
て
い
た
の
で
'
市
況
の
低
迷
と
と
も
に
販
売
不
振
に
よ
る
在
庫

(滞
貨
)
の
急
増
に
み
ま
わ
れ
た
が
'
そ

れ
で
も
王
子
製
紙
に
比
べ
て
立
遅
れ
て
い
た
新
聞
用
紙
部
門
の
拡
張
な
ど
を

一
九
二
七
年
頃
ま
で
続
け
て
い
た
｡
ま
た
王
子
製
紙
は
'
高

島
菊
次
郎
常
務
取
締
役

(元
苫
小
牧
工
場
長
｡

一
九

一
五
年
就
任
)
の
指
示
で
富
士
製
紙
と
対
照
的
に
売
上
げ
の
六
〇
～
七
〇
%
を
長
期

Ebb
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先
物
取
引
に
移
し
て
固
定
需
要
の
確
保
に
努
め
て
い
た
の
で
'
相
対
的
に
滞
貨
の
量
が
少
な
-
'
種
類
に
よ
る
と
品
薄
の
も
の
さ
え
あ

っ

て
'
工
場
の
拡
張
を
適
宜
行
な

っ
て
い
た
｡
樺
太
工
業
も
'
当
初
主
力
事
業
に
し
て
い
た
パ
ル
プ
部
門
の
1
層
深
刻
な
生
産
過
剰
を
解
消

す
べ
-
'
パ
ル
プ
工
場
の
製
紙
工
場
へ
の
改
造
に
よ
る
洋
紙
生
産
の
拡
大
を
急
ぎ
つ
つ
あ

っ
た
｡
そ
こ
で
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の

(13
)

所
有
抄
紙
機
台
数
は
'

一
九
二
九
年
ま
で
一
五
三
台

(網
幅
合
計

一
万
四
五
三
〇
イ
ン
チ
)

へ
と
更
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
上
'
こ
の
時
期
に
は
工
場
の
生
産
性
向
上
が
著
し
か
っ
た
｡
例
え
ば
'
王
子
製
紙
は
'
印
刷
用
紙
な
ど

｢
上
等
紙
｣
部
門
を
中
心

に
し
て
技
術
社
員
の
海
外
研
修
や
外
国
人
専
門
技
術
者
の
招
碑
な
ど
に
よ
る
生
産
活
動
の
合
理
化
を
急
い
で
い
た
｡
斯
か
る
生
産
性
向
上

の
結
果
'
共
同
減
産
を
実
施
し
な
が
ら
'
他
方
で
産
出
量
の
増
加
に
加
え
て
製
紙
コ
ス
ト
の
引
下
げ
が
行
な
わ
れ
'
製
品
価
格
の
下
落
に

(14
)

か
な
り
の
程
度
対
応
で
き
た
よ
う
で
あ
る
｡
高
島
専
務

(
一
九
二
九
年
に
昇
格
)
は
'
同
社
の
生
産
合
理
化
に
つ
い
て

一
九
三
〇
年
に
次

の
ご
と
-
述
べ
て
い
る
｡

｢
合
理
化
の
実
際
手
段
ま
た
は
方
法
を
'
仮
に
技
術
的
方
面
と
経
営
的
乃
至
は
事
業
的
方
面
'
即
ち
営
業
者
間
の
協
調
的
方
面
と
に
分

け
て
い
え
ば
'
技
術
的
方
面
に
お
い
て
は
殆
ど
遺
憾
の
な
い
程
度
に
'
よ
-
合
理
化
が
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
｡
最
近
の
洋

紙
供
給
過
剰
が
'
設
備
拡
張
よ
り
も
'
む
し
ろ
能
率
増
進
に
原
困
す
る
方
が
多
い
と
い
ふ
点
を
見
て
も
'
技
術
的
方
面
に
お
け
る
合
理
化

(
15)

の
よ
-
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
ら
う
｣

｡

こ
の
よ
う
な
生
産
活
動
の
合
理
化
は
'
富
士
製
紙
や
樺
太
工
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
｡
こ
の
二
社
の
合
理
化
を
指

導

し
た

の

は
'

一
九

一
九
年
か
ら
富
士
製
紙
の
社
長
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な

っ
た
樺
太
工
業
社
長
の
大
川
平
三
郎
で
あ

っ
た
｡

そ
の
た
め
に
'
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
製
紙
高
は
'

一
九
二
六
年
の
生
産
制
限
協
定
復
活
後
も
依
然
販
売
高
を
上
回
っ
た

(表

-

一
)
｡
同
年
に
再
び

一
億
三
〇
〇
〇
余
万
ポ
ソ
ド
に
増
え
て
い
た

｢
全
国
営
業
倉
庫
｣
の
洋
紙

｢
市
場
在
庫
｣
は
'

一
九
二
九
年
ま
で

更
に

一
億
九

〇
〇
〇
余
万
ポ
ン
ド
に
増
加
し
て
'
そ
の
他
の
製
紙
企
業
手
持
ち
品
な
ど
を
合
わ
せ
た
在
庫
の
総
計
も
､
同
期
間
に
約
三
億
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八

〇
〇
〇
万
ポ

ン
ド
が
四
億
五

〇
〇
〇
万
ポ

ン
ド
位
に
ま
で
膨
脹
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
｡
滞
貨

(在
庫
)
の
中
心
は
'
当
初
新
聞
用

紙
で
あ
っ
た
の
が
'
そ
の
後
印

刷
用
紙
に
移

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
こ
う
し
て

一
九
二
九
年
の
在
庫
総
計
は
'
同
年
の
日
本
製
紙
連
合

(16)

会
加
盟
企
業
製
紙
高

の
約
三
〇
%
相
当
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
｡

そ
れ
で
も
'

一
九
二

〇
年
に
王
子
製
紙
の
藤
原
社
長

(同
年
に
昇
格
)
が
株
主
総
会
の
席
上
に
お
い
て

｢
元
来
紙
の
需
要
は
-
年
給
壱

割
宛
増
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
｣
と
説
明
し
た
よ
う
に
'
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
洋
紙
販
売
高
は
'

一
九
二
九
年
ま
で
対
前
年

比
で
ほ
ぼ
毎
年

一
〇
%
台
の
伸
び
を
続
け
て
い
た

(
図
-

一
)
｡
従

っ
て
'
滞
貨
の
急
増
に
は
'
短
期
的
な
共
同
減
産
の
実
施
で
十
分
対

応
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'
肝
心
の
国
内
浄
紙
需
要
は
'

一
九
三

〇
年
の
金
輸
出
解
禁
の
実
施
後
大
き
-
落
込

ん
で
い
っ
た
｡
加
盟
各
社
の
洋
紙
販
売
高
は
'

一
九
三

〇
年
と

一
九
三

一
年
に
対
前
年
比
で
未
曽
有
の
減
少
を
示
し
た
｡
洋
紙
市
価
も
'

(5
).

一
九
二
六
年

一
ポ
ン
ド
平
均

一
八

･
八
銭
の
印
刷
用
紙
が

一
九
三

〇
年
七
月
頃
に

一
四

･
八
銭
と
な
る
な
ど

一
様
に
下
落
し
た
｡
そ
の
た

め
に
'
王
子
製
紙
な
ど
有
力
企
業
の
経
営
業
績
は
'
前
掲
図
-
二
の
総
資
本
総
利
益
率
が

一
九
三

〇
年
か
ら

一
〇
%
を
下
回

っ
た

よ

う

に
'
い
よ
い
よ
低
迷
の
度
合
い
を
強
-
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
国
内
製
紙
業
の
市
場
条
件
が
第

一
次
大
戦
後
次
第
に
悪
化
し
て
き
た
中
で
'
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
'
樺
太
工
業
の
三
大

有
力
企
業
を
中
心
と
し
た
企
業
間
協
調
に
よ
る
局
面
の
打
開
策
と
し
て
日
本
製
紙
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動
が
新
た
に
展
開
さ
れ
て
い
-

の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
次
に
'
第

一
次
大
戦
後
の
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
を
当
時
の
市
場
条
件
や
製
紙
業
経
営
の
動
き
な

ど
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
考
察
す
る
｡

(
-
)

｢会
員
外
の
洋
紙
製
造
量
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
五
巻
第

一
号
'

一
九
二
〇
年
三
月
'
二
-
三
頁
)
か
ら
推
計
｡

(
2

)

大
川
系
製
紙
企
業
の
発
展
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢大
川
平
三
郎
と
樺
太
工
業
の
発
展
｣

(明
治
大
学

『経
営
論
集
』
第
二
三
巻
第
三
号
'

一
九
七

六
年
三
月
'
研
究
ノ
ー
ト
'

一
三
五
-

一
五
五
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

Lili_
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(
3
)

｢
休
戦
後
の
紙
市
場
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九

一
八
年

二

一月
五
日
号
'
三
六
-
三
七
頁
)
｡

｢
王
子
製
紙
の
前
期
と
今
期
｣

(同
上
誌
'

一
九

一
九
年
八
月

一
五
日
号
'
三
六
真
)
｡
日
本
紙
.ハ
ル
プ
商
事

『
百
三
十
年
史
』
同
上
刊
'

一
九
七
五
年
'
二
七

一
頁
｡

(
4
)
穴
水
要
七
談

｢
洋
紙
の
前
途
有
望
｣
'
藤
原
銀
次
郎
談

｢
本
年
の
紙
業
界
｣

(以
上
'
『紙
業
雑
誌
』
第

一
三
巻
第

一
〇
号
'

一
九

一
九
年
二
月
'

1
三
I

l
六
頁
｡
但
し
'
中
外
商
業
新
報
と
東
京
朝
日
新
聞
記
事
の
転
載
)
｡
穴
水
談

｢
昂
騰
の
一
途
あ
る
の
み
｣
'
藤
原
談

｢製
紙
工
場
の
増
設

歓
迎
｣

(以
上
'
同
上
誌
'
第

一
四
巻
第

一
二
号
'

一
九
二
〇
年
二
月
'
五
-
六
頁
｡
但
し
'
中
外
商
業
新
報
と
時
事
新
報
記
事
の
転
載
)
｡

(

5

)

前
掲

｢
大
川
平
三
郎
と
樺
太
工
業
の
発
展
｣

一
四
四
頁
｡

(

6

)

｢製
紙
操
短
と
会
社
の
業
績
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

1
九
二
二
年
二
月
二
五
日
号
t

l
六
-

一
七
頁
)
｡
｢
生
産
制
限
と
在
庫

3｣
(同
上
誌
'

一
九
二
二
年
七
月
二
九
日
号
'

一
六
頁
)
｡

｢
洋
紙
界
供
超
事
情
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
六
年

一
〇
月
九
日
号
'
二
八
頁
)
0

(
7
)
穴
水
要
七
談

｢製
紙
工
業
に
関
す
る
現
在
及
将
来
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
六
巻
第

一
二
号
'

一
九
二
二
年
二
月
'
七
-

八
頁
)
｡

｢
操
業
開
始

と
休
止
工
場
｣

(同
上
誌
'
第

一
七
巻
第

二

号
'

一
九
二
三
年

一
月
'
二
頁
)
｡

｢
操
業
開
始
と
増
設
着
手
｣

(同
上
誌
'
第

一
八
巻
第
九
号
'

一
九
二
四
年

一
月
'

一
頁
)
｡
前
掲

｢
生
産
制
限
と
在
庫

M｣
一
六
頁
｡

(

8

)

浜
田
徳
太
郎

『紙
業
界
五
十
年
』
博
進
社
'

一
九
三
七
年
'

一
〇
九
-
二

〇
頁
｡
朝
日
新
聞
社

『近
代
日
本
の
新
聞
広
告
と
経
営
』
同
上
刊
'

一
九
七
九
年
'
三
四
五
-
三
四
九
頁
｡

｢製
紙
界
の
前
途
如
何
｣

'
藤
原
銀
次
郎
談

｢
パ
ル
プ
は
尚
不
安
｣
'
大
川
平
三
郎
談

｢
原
料

不
足
が
懸

念
｣
'

｢
王
子
製
紙
の
決
算
と
前
途
｣
(以
上
'
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

『ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
』

1
九
二
四
年
七
月

l
日
号
'
二
七
-
二
八
'
七
四
-
七
五
㌧

九

一
頁
)
｡

｢
新
聞
用
紙
需
要
の
激
増
と
今
後
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
四
年

一
〇
月

一
日
号
'
四
五
頁
)
｡

｢
洋
紙
の
消
費
激
増
と
パ
ル
プ
の
需
給

関
係
｣

(
同
上
誌
'

一
九
二
五
年
三
月

一
日
号
'
三
〇
-
三

一
頁
)
｡

｢抄
紙
能
力
の
激
増
と
洋
紙
界
の
今
後
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
六
年

一
月

一

日
号
'
三
二
-
三
三
頁
)
｡
王
子
製
紙

『藤
原
社
長
報
告
要
領
』

(於
株
主
総
会
)
'

一
九
二
四
年

一
二
月
-

一
九
二
六
年
六
月
｡

●

(
9
)
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
二
七
'
四
八
-
六
八
頁
｡

｢洋
紙
の
需
給
関
係
更
に
悪
化
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
六
年
六
月

一
九
日
号
'
三

八
頁
)
O

(
10
)

｢
洋
紙
操
短
説
と
最
近
の
需
給
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
五
年

一
〇
月
二
四
日
号
'
三
二
-
三
三
頁
)
｡

｢
洋
紙
は
供
給
過
剰
｣

(
『ダ

イ
ヤ
モ
ソ
ド
』

一
九
二
六
年
三
月
二
一
日
号
'

一
六
-

一
七
頁
)
｡

｢
新
聞
用
紙
も
供
給
過
剰
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
六
年
九
月

一
日
号
'

一
七
-

一
八
頁
)
0

(
11
)
前
掲

『現
代
日
本
産
業
発
達
史
12

紙

･
.ハ
ル
プ
』
統
計
表
三
六
頁
｡

｢会
員
外
昨
年
の
製
紙
量
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
二
巻
第
二
号
'

一
九

二
七
年
四
月
'
二
頁
)
0

(
12
)
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』

一
頁
目
｡
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
七
三
五
頁
｡
前
掲

｢
洋
紙
界
供
超
事
情
｣
二
八
頁
｡

｢
販
売
戦
白
熱
と
王
子
富

士
両
製
紙
｣

(大
阪
毎
日

･
東
京
日
日
新
聞
社

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
-
』

一
九
二
六
年
五
月
二
一
日
号
'
四
七
-
四
八
頁
)
｡

｢
洋
紙
の
在
庫
激
増
と
今
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後
の
拡
張
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
六
年

一
〇
月

一
一
日
号
'

一
四
-

一
五
頁
)
｡

(13
)
吉
田
蹄
三
JT穴
水
要
七
』

l
九
三
〇
年
'
三
一
八
-
三
二
〇
頁
.
河
野
幸
之
助

『高
島
菊
次
郎
伝
』
日
本
時
報
社
出
版
局
t

l
九
六
二
年
'
二
六

二
-

二
六
八
頁
)
.

｢拡
張

一
段
落
と
富
士
製
紙
の
今
後
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

1
九
二
七
年
四
月

l
六
日
号
'
二
l
I
二
二
頁
)
.

｢洋
紙
界

の
不
振
と
能
力
拡
張
の
真
因
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
六
年

二

月

二

日
号
､

一
六
頁
)
｡

｢
洋
紙
の
需
給
悪
化
と
操
短
緩
和
説
｣

(同

上
誌
'

一
九
二
七
年
九
月

一
日
号
'
二
二
頁
)
｡
前
掲

｢大
川
平
三
郎
と
樺
太
工
業
の
発
展
｣

一
四
五
-

一
四
七
頁
｡
前
掲

『日
本
紙
業
総
覧
』
二

七
頁
｡

(
14
)
前
掲

『王
子
製
紙
社
史
』
第
三
巻
'

一
九
五
八
年
'

1
三
七
I

l
三
八
頁
.
前
掲

『藤
原
社
長
報
告
要
領
』

1
九
二
六
年

〓

l月
-

1
九
二
八
年

二

一月
｡
前
掲

『藤
原
社
長
歳
末
訓
示
』

一
九
二
六
年

二

一月
-

一
九
二
八
年

二
一月
｡

(
15
)
高
島
菊
次
郎

｢
不
況
対
策
に
窄
む
る
洋
紙
事
業
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
四
巻
第
二
号
'

一
九
三
〇
年
､
六
-
七
頁
)
0

(
16
)

｢洋
紙
の
在
庫
激
増
と
今
後
の
新
拡
張
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
六
年

一
〇
月

一
一
日
号
'
一
四
頁
)
｡

｢洋
紙
第
三
次
操
短
｣

(同
上

誌
､

一
九
二
九
年
四
月
二
一
日
号
'

一
六
頁
)
0

(
t7
)
前
掲

『藤
原
社
長
報
告
要
領
』

1
九
二
六
年
六
月
'

一
九
二
八
年

l
二
月
.

｢洋
紙
の
需
要
減
退
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

1
九
三
〇
年
二
月

1

1
日
号
t

l
七
頁
)
.
日
本
興
業
銀
行
調
査
課

『本
邦
製
紙
業
就
中
洋
紙
ノ
現
状
二
就
テ
』

7
九
三
六
年
t

l
七
頁
O

日

生
産
制
限
協
定

前
述
の
よ
う
に
第

一
次
大
戦
後
の
洋
紙
市
況
は
'

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年
ま
で
需
要
が
ほ
ぼ
連
年
増
勢
を
示
し
た
も
の
の
'
そ
れ
を

上
回
る
製
紙
各
社
の
生
産
拡
大
に
起
因
し
た
供
給
過
剰
の
慢
性
化
に
よ

っ
て
漸
次
悪
化
し
て
い
っ
た
｡
そ
こ
で
'
既
に
第

一
次
大
戦
期
カ

ル
テ
ル
に
よ
る
市
価
の
統
制
に
実
績
を
上
げ
て
い
た
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
新
た
に
生
産
制
限
協
定
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
の
強
化
で
対

応
し
て
い
-
よ
う
に
な

っ
た
｡

日
本
製
紙
連
合
会
は
'

一
九

一
八

(大
正
七
)
年

一
一
月
の
大
戦
終
結
直
後
に
開
催
し
た
商
議
員
会
で
'

｢
時
局

ノ
変
化

:
際

シ
今
後

一
層
結
束
ヲ
強
ク
シ
市
価

ノ
激
変

ヲ
防
止

ス
ル
コ
ト
ヲ
努

ム
ル
コ
ト
｣
と
し
て
早
-
も
戦
後
対
策
の
協
議
を
は
じ
め
た
｡
次
い
で

一
九

一

九
年
三
月
に

｢
ロ
ー
ル
半
紙
'
ザ
ラ
紙
'

マ
ッ
チ
用
紙
｣
'
四
月
に

｢
印
刷
用
紙
其
他
｣
と
い
う
よ
う
に
'
投
機
相
場
の
反
動
に
よ

っ
て
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市
価
の
下
落
が
著
し
か
っ
た
製
品
か
ら
順
次
出
荷
協
定
価
格
の
引
下
げ
を
実
施
し
た
｡
こ
の
価
格
引
下
げ
は
'
戦
時
価
格
の
平
時
価
格

へ

の
切
換
え
措
置
的
色
彩
が
濃
-
'
加
盟
製
紙
各
社
の
経
営
に
未
だ
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
そ
れ
で
も

商

議

貞

会

は
'

洋
紙
市
況
の
新
た
な
混
乱
を
警
戒
し
て
六
月
に

｢
各
社

ハ
結
束
ヲ
固
ク
シ
テ

(
四
月
以
来
の
-

引
用
老
記
)
価
格
ヲ

(
八
月
迄
-

同

上
)

維
持

ス
ル
事
｣
を
申
合
せ
た
｡

ま
た
'

洋
紙
市
価
の
下
落
に
よ
る
洋
紙
商
側
の
損
失
に
は
直
接
関
与
し
な
い
が
'

｢
真
相
ノ
明
確

ナ
ル
モ
ノ
ニ
限
り
各
社
個
別

二
補
給
ノ
事
ヲ
協
定

ス
べ
キ
コ
ト
｣
と
し
て
'
加
盟
各
社
が
特
約
商
と
協
力
し
な
が
ら
零
細
洋
紙
商
の
経
営

難
に
よ
る
投
売
り
防
止
の
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
滞
貨
の
買
戻
し
な
ど
を
行
な
う
よ
う
に
申
合
せ
て
い
た
｡
こ
う
し
て

一
九

一
九
年
の
中

(1
)

頃
に
は
'
市
価
の
下
落
が

一
応
収
ま

っ
た
か
に
見
え
た
｡

他
方
'
共
同
洋
紙
に
よ
る
新
聞
用
紙
の
共
同
販
売
価
格
は
'
新
聞
業
者
と
の
長
期
契
約
な
ど
で
第

一
次
大
戦
期
に
市
況
の
実
勢
と
比
べ

て
値
上
り
の
遅
か
っ
た
分
が
戦
後
も
暫
-
続
い
た
需
給
関
係
の
逼
迫
状
熊
に
支
え
ら
れ
て
ず
れ
込
ん
で
実
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'

新
聞
業
者
の
抵
抗
に
あ
い
な
が
ら
も

一
九

一
八
年
の

一
-
1
ム
四

･
八
円
が

一
九

一
九
年
九
月
に
五

･
二
三
円
'

一
九
二
〇
年
七
月
に
七
(2
)

円

へ
と
引
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
｡
だ
が
'

一
九
二

〇
年
三
月
の
市
場
平
均
相
場
は
'
こ
の
共
販
価
格
を
依
然
上
回
る

一
一
円
で
あ

っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
洋
紙
の
市
況
は
'

一
般
洋
紙
と
新
聞
用
紙
と
で
第

一
次
大
戦
直
後
に
か
な
り
様
相
を
異
に
し
て
い
た
が
'

一
九

二

〇
年

｢
戟
後
恐
慌
｣
の
中
で
両
者
の
市
価
と
も
本
格
的
に
下
落
し
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
｡
新
聞
用
紙
の
市
場
平
均
価
格
は
'
同
年
七
月
ま
で

七
円
に
値
下
り
し
て
'
先
の
共
同
洋
紙
販
売
価
格
と
の
間
の
値
開
き
が
消
滅
し
た
｡
そ
れ
で
も
共
同
洋
紙
の
価
格
が
依
然
続
い
た
新
聞
用

紙
需
要
の
増
勢
を
背
景
に

一
九
二

一
年
ま
で
第

一
次
大
戦
以
来
の
最
高
値
で
あ
る
七
円
の
水
準
を
維
持
で
き
た
の
に
対
し
て
'
日
本
製
紙

(3
)

連
合
会
の

一
般
洋
紙
協
定
価
格
は
'
滞
貨
急
増
の
た
め
に
漸
次
引
下
げ
を
余
儀
な
-
さ
れ
る
に
至

っ
た
｡

そ
こ
で
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
大
正
会
洋
紙
商
を
加
え
た

一
九
二
〇
年
二
月
と
三
月
の

｢
同
業
者
会

(義
)
｣
で
協
定
価
格
引
下
げ
を

決
定
し
た
後
'
四
月
以
降
の
同
会
議
や
理
事
会
'
商
議
員
会
で
の
協
議
を
経
て
'
七
月
の
商
議
員
会
で
加
盟
製
紙
各
社
に
よ
る
二
〇
%
減
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産
を
目
標
と
し
た

一
ケ
月
の
試
験
的
な
生
産
制
限
協
定
の
実
施
を
決
定
し
た
｡
勿
論
'
こ
の
決
定
は
'
需
給
関
係
の
崩
れ
た

一
般
洋
紙
の

市
況
を
価
格
協
定
の
み
で
立
て
直
す
の
が
困
難
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
が
'
そ
の
際
に
は
同
様
の
生
産
過
剰
に
直
面
し
て
い
た
国
内
の

綿
糸
紡
績
業
界
で
大
日
本
紡
績
連
合
会
が
同
年
五
月
か
ら
取
組
ん
で
い
た
第
九
次
生
産
制
限
協
定
や
'
製
紙
業
界
の
ボ
ー
ル
紙
業
者
が
独

自
に
組
識
す
る
日
本
板
紙
連
合
会

(
一
九

一
八
年
設
立
)
が
同
年
六
月
に

｢
若
干
｣
の

｢
操
業
休
止
｣
を
申
合
せ
て
い
た
の
も
当
然
参
考

に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡
と
-
に
'
後
者
の
申
合
せ
に
は
'
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
で
ボ
ー
ル
紙
も
製
造
し
て
い
た
富
士
製
紙
と
北

(4
)

越
製
紙

(
一
九
〇
七
年
設
立
)
が
参
加
し
て
い
た
｡

日
本
製
紙
連
合
会
は
'
こ
う
し
て
一
九
二
〇
年
八
月
に

一
ケ
月
間
の
生
産
制
限
協
定
を
試
験
的
に
実
施
し
た
｡
但
し
'
そ
れ
は
'
減
産

の
具
体
的
な
方
法
や
品
目
を
各
社
の

｢
任
意
｣
と
す
る
な
ど
試
行
の
域
を
で
て
い
な
か
っ
た
｡
し
か
し
'
そ
の
後
も
市
況
の
悪
化
が
続
い

た
の
で
'
商
議
員
会
は
'
同
年

一
〇
月
各
社
で
共
同
減
産
を
実
施
す
る
場
合
の

｢
補
償
金
｣
と
輸
出

｢
奨
励
金
｣
の
交
付
方
法
を
直
ち
に

｢
考
究
｣
す
る
よ
う
に
決
議
し
て
'
そ
の
成
果
を
持
寄

っ
て
作
り
上
げ
た
原
案
に
従
い
一
一
月
に
共
同
減
産
と
輸
出
奨
励
金
制
度
の
一
二

月
か
ら
の
本
格
的
実
施
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
て
纏
め
ら
れ
た
生
産
制
限
協
t疋
ほ
'
共
同
減
産
の
対
象
を
洋
紙
種
類
別
に
三
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
'
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
当
時
の
加
盟
製
紙
企
業

1
二
社
合
計
の
標
準
生
産
能
力
を
査
定
L
t
そ
れ
を
基
準
に
各
社

1
律

の
減
産
率
を
定
め
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
減
産
率
は
'

｢
印
刷
用
紙
'
模
造
紙
'
ア
1
-
紙
｣
の
グ
ル
ー
プ
が
各
社
合

巴

計
標
準
月
産
能
力

1
七
七
九
万
ポ
ン
ド
の
二
〇
%
'
同
じ
-

｢
新
聞
用
紙
'
更
紙
｣
が
二
六
六
〇
万
ポ
ン
ド
の
l
五
%
'

｢
ロ
ー
ル
'
包

■

装
用
紙
類
｣
が
二
五
八
万
ポ
ン
ド
の
一
九
%
で
あ

っ
た
｡
ま
た
､
各
社
か
ら
の
製
紙
高
に
応
じ
た
醸
金
を
元
手
と
し
て
'
共
同
減
産
率
を

上
回
る
減
産
を
実
施
し
た
企
業
に
対
し
て

｢
若
干
｣
の
補
償
金
が
'
そ
し
て
輸
入
拡
大
を
目
的
と
し
て
中
国
向
け
輸
出
に

一
ポ
ン
ド
当
り

(5
)

一
･
五
銭
'
同
イ
ソ
ヾ
向
け
に
四
銭
の
奨
励
金
が
新
た
に
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

こ
の
本
格
的
な
第

一
次
生
産
制
限
協
定
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ
た
の
は
'
当
時
滞
貨
の
多
か
っ
た
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
グ
ル
ー
プ
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で
あ

っ
た
｡
な
お
'
同
様
に
滞
貨
の
増
加
し
て
い
た
新
聞
用
紙
と
更
紙
の
･グ
ル
ー
プ
は
'
そ
の
全
体
の
数
量
の
八
〇
%
以
上
を
占
め
た
新

聞
用
紙
の
雀
産
が
王
子
製
紙
や
富
士
製
紙
な
ど

一
部
の
有
力
企
業
に
集
中
し
て
い
た
の
で
'
非
有
力
企
業
を
加
え
た
日
本
製
紙
連
合
会
の

生
産
制
限
協
定
に
依
ら
ず
と
も
'
有
力
企
業
間
で
共
同
減
産
の
実
施
が
容
易
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
事
実
'
新
聞
用
紙
と
更
紙
は
'
生

産
量
の
少
な
い
ロ
ー
ル
紙
な
ど
と
共
に
1
九
二
二
年
三
月
以
降
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
共
同
減
産
の
対
象
品
目
か
ら
除
か
れ
て
い
-
の

(6
)

で
あ
る
｡

●

こ
う
し
て
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
第

一
次
生
産
制
限
協
定
に
基
づ
い
て
'
各
社
で
共
同
減
産
率
に
該
当
す
る
分
の
抄
紙
機
の
封
印
に

よ
も
休
転
が
行
わ
れ
'
各
社
相
互
に
実
施
状
況
を
査
察
す
る
体
制
も
と
ら
れ
た
.
但
し
'
三
菱
製
紙
の
み
は
'
当
時
製
紙
高
の
四
〇
%
以

上
を
占
め
て
い
た
タ
バ
コ
用
紙
の
政
府
向
け
供
給
な
ど
に
支
障
が
で
る
と
し
た
理
由
に
よ
っ
て
'

一
定
額
の
醸
金
を
条
件
に
共
同
減
産
の

参
加
が
特
に
免
除
さ
れ
た
｡
と
も
か
-
'
こ
う
し
て
毎
月
三
五
〇
万
ポ
ン
ド
を
上
回
る
共
同
減
産
が
実
施
さ
れ
た
上
に
'
樺
太
工
業
の
製

紙
工
場
焼
失
事
故
の
影
響
も
加
わ
っ
て
'

加
盟
企
業
合
計
の
製
紙
高
は
'

一
九
二
一
年
に
前
年
実
績
の
九
四
%
に
抑
え
ら
れ
た
の
で
あ

(7
)
る
｡
尤
も
'
実
際
の
製
紙
高
が
そ
れ
程
減
少
し
な
か
っ
た
の
は
'
有
力
企
業
が
生
産
性
の
劣
る
旧
型
抄
紙
機
を
主
に
休
転
し
て
'
却

っ
て

新
鋭
機
を
フ
ル
稼
動
さ
せ
る
便
法
を
採
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
｡
だ
が
'
こ
の
よ
う
に
不
徹
底
で
も
共
同
減
産
の
効
果
は
小
さ
-
な
か
っ

た
｡
と
い
う
の
は
'

一
九

一
九
年
以
降
伸
び
悩
ん
で
い
た
販
売
高
が
'

国
内
洋
紙
需
要
の
回
復
に
よ
っ
て

一
九
二
一
年
に
対
前
年
比
九

%
'

一
九
二
二
年
に
同

一
六
%
と
再
び
増
勢
に
転
じ
た
た
め
で
あ
る

(図
-

一
)
｡
そ
こ
で
一
九
二
二
年
二
月
の
商
議
員
会
は
'
翌
三
月

か
ら
の
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
共
同
減
産
率
を
当
時
新
た
に
増
設
さ
れ
た
抄
紙
機
の
分
を
加
え
た
各
社
合
計
標
準
月
産
能
力
約

一
九
〇
〇

万
ポ
ン
ド
の
一
〇
%
に
引
下
げ
た
｡
ま
た
'
前
述
の
よ
う
に
新
聞
用
紙
な
ど
を
共
同
減
産
の
対
象
か
ら
除
い
た
｡
次
い
で
'
三
月
に
は
生

産
制
限
協
定
を
五
月
に
廃
止
す
る
こ
と
ま
で
一
旦
決
議
し
た
が
'
こ
れ
は
四
月
に

｢
市
場
ノ
状
態

二
鑑
,,､｣
と
し
て
取
消
さ
れ
た
｡
そ
し

て

一
部
有
力
企
業
な
ど
の
抄
紙
機
増
設
に
よ
る
減
産
効
果
の
実
質
的
な
目
減
り
防
止
策
と
し
て
'
五
月
に
王
子
製
紙
増
産
分
に
対
す
る
見
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返
り
金
の
徴
収
と
樺
太
工
業
増
産
分
に
対
す
る
璽

冗
規
制
を
'
は
た
九
月
に
二

月
か
ら
の
共
同
減
産
率
の
二
〇
%
へ
の
再
引
上
げ
を
決

定
し
た
｡
こ
う
し
て
再
び
強
化
措
置
が
と
ら
れ
た
も
の
の
'
第
二
次
生
産
制
限
協
定
は
'
そ
の
後

一
九
二
二
年
末
に
所
期
の
目
的
を
達
し

(8
)

た
と
し
で
打
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
同
年
三
月
に
日
本
製
紙
連
合
会
が
撤
廃
し
た
新
聞
用
紙
と
更
紙
の
共
同
減
産
も
'
そ
の
後
独
自
に
当

該
製
紙
企
業
間
で
月
間

一
三
五
万
ポ
ン
ド

(
一
九
二
三
年

一
月
か
ら
八
五
万
ポ
ン
ド
)
の
減
産
が
続
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
'
そ
の
需

(9
)

要
も
増
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
同
様
に
や
が
て
中
止
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡

日
本
製
紙
連
合
会
は
'
こ
う
し
て
第

一
次
生
産
制
限
協
定
を
打
切

っ
た
の
に
併
せ
て
'

一
九
二
二
年

一
二
月
か
ら
印
刷
用
紙
と
模
造
紙

の
出
荷
価
格

｢
新
協
定
｣
を
発
足
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
こ
の
新
協
定
価
格
は
'
そ
の
後
市
況
の
一
時
的
回
復
か
ら

一
九
二
三
年

一
月

以
降
四
月
ま
で
の
間
と
'
関
東
大
震
災
後
の
一
九
二
四
年
三
月
に
漸
次
引
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
｡
ま
た

一
九
二
〇
年
以
来
の
輸
出
奨
励
金

(10
)

制
度
は
'
為
替
相
場
の
回
復
と
内
需
拡
大
に
よ
っ
て
一
九
二
四
年
四
月
廃
止
さ
れ
た
｡

し
か
し
'
洋
紙
市
況
の
回
復
は
'

一
九
二
四

(大
正

一
三
)
年
の
前
半
期
迄
で
頭
打
ち
に
な

っ
た
｡
需
要
拡
大
を
見
込
ん
だ
富
士
製
紙

な
ど
に
よ
る
洋
紙
生
産
の
拡
大
が
'
再
び
需
要
の
増
加
を
上
回
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
前
述
の
ご
と
-

一
九
二
一
年
末
に
八
〇
〇
〇
万
ボ
ン

31日
爪

ド
ま
で
整
理
さ
れ
た

｢
全
国
営
業
倉
庫
｣
の
洋
紙

｢
市
場
在
庫
｣
は
'

一
九
二
四
年
末
ま
で
に
.一
億
ポ
ン
ド
へ
と
再
び
増
加
し
て
い
た
｡

そ
の
た
め
に
'

一
九
二
四
年
五
月
か
ら
毎
月
の
よ
う
に
協
定
価
格
の
引
上
げ
を
協
議
し
て
い
た
商
議
員
会
は
'

一
九
二
五
年
春
に
辛
う
じ

て
若
干
の
引
上
げ
を
実
施
出
来
た
に
止
ま
っ
た
｡
同
年
六
月
頃
に
な
る
と
'
む
し
ろ
洋
紙
商
の
卸
売
り
段
階
で
値
引
き
の
風
潮
が
強
ま
っ

(12
)

て
き
た
の
で
あ
る
｡

日
本
製
紙
連
合
会
は
'
そ
こ
で
一
九
二
五
年
七
月
の
商
議
月
会
に
お
い
て
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
生
産
制
限
協
定
復
活
を
議
題
と
す
る

よ
う
に
な

っ
た
｡
だ
が
'
加
盟
企
業
製
紙
高
の
約
三
%
を
占
め
た
に
過
ぎ
な
い
北
越
製
紙
の
発
議
に
よ
る
協
定
復
活
案
に
は
'
有
力
加
盟

企
業
の
王
子
製
紙
と
三
菱
製
紙
が
当
初
反
対
し
た
｡
こ
の
反
対
理
由
は
'
史
料
か
ら
知
り
得
な
か
っ
た
が
'
当
時
の
王
子
製
鉄
で
は
先
述

▲_･

LI.も藍

l
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の
よ
う
に
手
持
在
庫
の
品
薄
な
洋
紙
に
つ
い
て
増
産
の
余
地
を
未
だ
残
し
て
お
り
'
三
菱
製
紙
も
需
要
先
の
固
定
化
か
ら
減
産
の
必
要
を

欠
い
て
い
た
た
め
と
考
え
る
｡
そ
こ
で
商
議
員
会
は
'
生
産
過
剰
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
八
月
に

｢
徳
義
上
｣
の
工
場
拡
張
自
粛
と

一
〇

(13
)

月
に
生
産
品
目
の
変
更
を
申
合
せ
た
も
の
の
'
生
産
制
限
協
定
の
復
活
を

｢
時
期
尚
早
｣
と
し
て
一
旦
見
送
っ
た
｡

然
る
に
'
生
産
過
剰
に
よ
る
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
市
況
低
迷
化
は
'
そ
の
後
更
に
進
ん
だ
｡

一
九
二
五
年
二
〇
･
七
銭
の
中
等
印
刷

用
紙
平
均
市
価

(
一
ポ
ン
ド
)
が

一
九
二
六
年

一
八

･
八
銭
に
'
同
じ
-

一
九

二

一銭
の
模
造
紙
が

一
六

･
九
銭
に
下
落
し
て
い
た
｡
先

の
一
九
二
二
年
末
か
ら
の
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
出
荷
価
格
協
定
も
'

一
九
二
六
年
に
な
る
と
全
-
崩
壊
し
た
｡
そ
れ
故
'
日
本
製
紙

連
合
会
は
'
同
年
七
月
に
生
産
制
限
協
定
復
活
の
協
議
を
再
開
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡
新
た
に
共
同
減
産
に
参
加
の
意
向
を
示

し
た
未
加
盟
製
紙
企
業
四
社
も
加
え
た

｢
臨
時
会
合

(協
議
会
)
｣
で
検
討
さ
れ
た
の
は
'
生
産
規
模
の
大
き
な
富
士
製

紙
'
王
子
製

紙
'
三
菱
製
紙
'
樺
太
工
業
が
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
標
準
生
産
能
力
の
7
二
%
'
こ
れ
以
外
の
非
有
力
企
業
が

1
0
%
の
共
同
減
産
を

(14
)

実
施
す
る
案
で
あ

っ
た
｡
そ
の
結
果
'
こ
の
原
案
中
の
非
有
力
企
業
減
産
率
に
つ
い
て
北
越
製
紙
を
八
%
に
'
ま
た
残
り
の
四
社
を
五
%

に
変
更
し
て
'
期
間

一
年
を
予
定
し
た
第
二
次
生
産
制
限
協
定
の
実
施
が
同
年
八
月
の
会
合
で
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
共
同
減
産
率
決

定
の
基
準
と
な
る
該
当
品
目
の
各
社
標
準
月
産
能
力
の
合
計
は
'
当
時
の
加
盟
企
業

一
ケ
月
製
紙
高
の
約
三
五
%
に
相
当
す
る
三
三
九
七

(15
)

万
ポ
ン
ド
で
あ

っ
た
｡

し
か
し
､
こ
の
第
二
次
生
産
制
限
協
定
の
効
果
は
'
当
初
か
ら
十
分
と
は
言
い
難
か
っ
た
｡
国
内
の
洋
紙
需
要
が
依
然

一
〇
%
以
上
の

伸
び
で
年
々
拡
大
し
て
い
た
の
で
'
有
力
製
紙
企
業
は
.'
共
同
減
産
を
実
施
し
な
が
ら
'
他
方
で
工
場
増
設
や
生
産
能
率
の
向
上
に
よ
る

印
刷
用
紙
を
含
む
各
種
洋
紙
の
生
産
拡
大
を
執
勘
に
行
な

っ
て
い
た

(図
-

一
)
｡
そ
の
た
め
'
商
議
員
会
は
'

一
九
二
六
年

一
二
月
に

翌

一
九
二
七
年

一
月
以
降
の
共
同
減
産
率
を
五
%
引
上
げ
て
最
高

一
七
%
に
す
る
と
決
定
し
た
ほ
か
に
､

一
九
二
七
年
六
月
に
減
産
期
間

の
一
年
延
長
と
新
た
に
増
設
の
予
定
さ
れ
て
い
た
樺
太
工
業
と
日
本
製
紙

(
1
九

1
八
年
設
立
'

1
九
二
六
年
に
加
盟
)
抄
紙
機
三
台
の
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(16
)

休
転
措
置
を
取
決
め
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
当
時
依
然
国
内
洋
紙
需
要
の
四
〇
%
以
上
を
占
め
て
い
た
新
聞
用
紙
の
分
野
で
も
'

一
九
二
六
年
末
頃
か
ら
再
び
生
産
過

剰
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
た
｡
新
聞
用
紙
の
共
同
販
売
価
格
は
'
既
に
一
九
二
〇
年
の
一
リ
ー
ム
七
円
が
そ
の
後

一
九
二
四
年

三
月

ま

で

五

･
一
円
に
漸
次
引
下
げ
ら
れ
て
い
た
｡
ま
た

一
九
二
二
年
に
は
'

一
リ
ー
ム
の
標
準
重
量
が
印
刷
工
程
の
高
速
化
に
よ
る
張
力
強
化
の

必
要
を
理
由
に
四
三
ポ
ン
ド
か
ら
四
五
ポ
ン
ド
に
増
え
て
'
そ
の
分
が
実
質
的
な
値
下
げ
に
な

っ
て
い
た
｡
こ
う
し
た
共
販
価
格
の
引
下

げ
に
加
え
て
'
関
東
大
震
災
を
契
機
に

｢
全
国
新
聞
｣
と
し
て

一
層
成
長
し
っ
つ
あ

っ
た
東
西
の
朝
日
新
聞
社
な
ど
の
大
口
需
要
者
向
け

販
売
に
は
'
製
紙
企
業
か
ら
の
秘
密
割
戻
金
支
払
い
の
慣
行
が
定
着
し
て
い
た
｡
例
え
ば
'

一
九
二
六
年
末
の
富
士
製
紙
に
よ
る
共
同
洋

紙
を
通
じ
た
読
売
新
聞
社
に
対
す
る
用
紙
の
納
入
価
格
は
'
先
の
共
販
価
格
五

･
一
円
の
約
九
%
を
密
か
に
後
日
割
戻
し
て
の
四

二
ハ
五

円
で
あ

っ
た
｡
言
う
ま
で
も
な
い
が
'
こ
う
し
た
割
戻
し
の
慣
行
は
'
共
販
体
制
の
確
立
後
も
'
個
々
の
新
聞
用
紙
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

(17
)

自
社
品
に
対
す
る
大
口
長
期
受
注
の
確
保
が
営
業
活
動
全
体
の
成
否
を
依
然
大
き
-
左
右
し
た
た
め
で
あ
る
｡
●

そ
れ
で
も
'
新
聞
用
紙
価
格
の
下
落
は
'

一
般
洋
紙
に
比
較
す
る
と
緩
や
か
で
あ

っ
た
｡
右
の
読
売
新
聞
社
向
け
価
格
で
見
て
も
'
未

だ
割
戻
し
が
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

一
九
二
〇
年
の
共
同
洋
紙
価
格
七
円
に
比
べ
る
と
'
後
の
標
準
重
量
増
加
を
考
慮
し

て
も
三
七
%
の
値
下
り
に
止
ま
っ
た
｡
同
期
間
に
中
等
印
刷
用
紙
の
平
均
市
価
は
五

一
%
'
ま
た
同
じ
-
模
造
紙
は
五
三
%
下
落
し
て
い

(18
)
た
｡
だ
か
ら
こ
そ
'
明
治
期
以
来
新
聞
用
紙
を
主
力
製
品
に
し
て
第

一
次
大
戦
後
も
同
紙
全
国
生
産
高
の
五
〇
%
以
上
を
お
さ
え
て
い
た

王
子
製
紙
は
'

一
九
二
二
年
以
降
富
士
製
紙
に
全
製
紙
高
で
の
業
界
首
位
の
座
を
譲

っ
た
が
'
前
掲
図
-
二
の
よ
う
に
業
績
面
の
優
位
を

以
後
も

一
貫
し
て
保

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
に
富
士
製
紙
は
'

一
九
二
六
年
末
に
新
聞
用
紙
の
新
⊥
い
主
力
工
場
を
樺
太
知
取

に
竣
工
す
る
な
ど
'
そ
の
生
産
拡
大
を
急
い
だ
｡
ま
た
王
子
製
紙
と
樺
太
工
業
も
独
自
に
工
場
の
拡
張
を
進
め
た
の
で
'
新
聞
用
紙
の
生

産
過
剰
が
再
び
引
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
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そ
こ
で
新
聞
用
紙
生
産
過
剰
の
一
国
と
な

っ
た
新
工
場
を
建
設
し
た
富
士
製
紙
の
提
案
に
よ
っ
て
､

一
九
二
七
年
三
月
か
ら
王
子
製
紙

と
樺
太
工
業
を
加
え
た
三
社
の
間
で
独
自
に
新
聞
同
紙
の
共
同
減
産
も
開
始
さ
れ
た
｡
そ
の
減
産
率
は
'

一
九
二
六
年
七
月
以
降

二

月

迄
の
三
社
別
共
同
洋
紙

一
ケ
月
平
均
販
売
委
託
持
込
み
量

(輸
出
分
を
含
む
)
を
基
準
と
し
て
王
子
製
紙
が

一
七
二
三
万
ポ
ン
ド
の
一
三

%
'
富
士
製
紙
が
知
取
工
場
品
を
除
い
た
同

一
二
九

一
･
五
万
ポ
ン
ド
の
一
五
%
'
知
取
工
場
品
が
同
二
五
〇
万
ポ
ン
ド
の
二
六
%
'
樺

(19
)

大
工
業
が
同
六
二
三

･
八
万
ポ
ン
ド
の
一
四
%
と
な
っ
て
い
た
｡

こ
う
し
て
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
に
続
い
て
'
新
聞
用
紙
の
共
同
減
産
も
再
び
実
施
さ
れ
た
｡
し
か
し
'
王
子
製
紙
は
､
印
刷
用
紙
と
模

造
紙
の
共
同
減
産
に
つ
い
て
は
動
も
す
れ
ば
消
極
的
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
｡
前
述
の
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る

一
九
二
六
年
の
第
二
次
生

産
制
限
の
開
始
に
は
最
終
的
に
同
意
し
た
も
の
の
'
定
期
需
要
の
獲
得
を
め
ざ
す
独
自
の
販
売
戦
略
が

一
応
の
成
果
を
見
せ
て
手
持
ち
在

庫
の
一
部
に
依
然
品
薄
状
態
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
'

一
九
二
七
年
八
月
に
な
る
と
共
同
減
産
の
緩
和
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
｡
富
士
製

紙
と
三
菱
製
紙
は
'
こ
う
し
た
王
子
製
紙
の
主
張
に
反
対
し
た
｡
こ
こ
で
'

一
九
二
五
年
共
同
減
産
の
再
開
に
反
対
し
た
三
菱
製
紙
が
改

め
て
減
産
緩
和
に
反
対
し
た
の
は
'
滞
貨
の
増
加
に
よ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
'
樺
太
工
業
は
'
大
川
が
同
じ
-
社
長
を
兼
務
す

る
富
士
製
紙
と
表
立
っ
て
対
立
し
な
か
っ
た
も
の
の
'
不
振
の
パ
ル
プ
事
業
の
製
紙
事
業
へ
の
転
換
を
急
ぐ
必
要
が
あ

っ
て
王
子
製
紙
の

(
加
)

主
張
を
側
面
か
ら
支
持
す
る
立
場
を
と

っ
た
よ
う
で
あ
る

｡

そ
こ
で
商
議
会
は
'
王
子
製
紙
の
主
張
を
受
入
れ
て
'
共
同
減
産
率
を

一
九

二
七
年

一
〇
月
に
各
社
平
均
で
一
四

･
五
%
'
次
い
で
一
九
二
八
年
四
月
に
同

一
二
%
'
八
月
に
同

一
〇
%
'

一
〇
月
に
六
%
へ
と
相
次

い
で
引
下
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
て

一
九
二
八
年

一
〇
月
の
各
社
合
計
減
産
高
は
､

一
ケ
月
僅
か
二
〇
〇
万
余
ポ
ン
ド
に
減
少

し
'
減
産
率
算
定
の
基
準
と
な
る
標
準
生
産
能
力
に
未
だ
査
定
さ
れ
な
い
工
場
増
設
分
ま
で
考
慮
す
る
と
実
質
二
～
三
%
の
減
産
率
で
し

か
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
Q
然
も
'
同
年

1
1
月
の
商
議
貞
会
に
は
'
前
月
の
会
合
で
新
規
増
設
抄
紙
機
二
台

(月
産
約

1
七
〇
万

ポ
ン
ド
能
力
)
の
一
二
%
減
産
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
樺
太
工
業
の
発
言
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
'
各
社
標
準
生
産
能
力
の
査
定
を

｢
不



31

公
平
｣
と
す
る
強
い
不
満
が
出
さ
れ
た
｡
こ
の
不
満
表
明
を
契
枚
に
し
て
協
定
の
存
廃
が
再
び
協
議
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
､
王
子
製
取

が
そ
の
中
止
を
主
張
'
富
士
製
紙
が
そ
れ
に
反
対
し
た
｡
ま
た
樺
太
工
業
が
別
に
標
準
生
産
能
力
査
定
の
改
訂
を
主
張
し
た
｡
こ
う
し
て
'

(21
)

有
力
三
社
の
意
見
が
対
立
し
て
'
最
後
に
三
社
の
合
意
で
第
二
次
生
産
制
限
協
定
の
翌

一
二
月
か
ら
の
撤
廃
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
協
定
打
切
り
に
つ
い
て
'
当
時
の
経
済
雑
誌

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
で
は
'

｢
容
易
に
意
見
が
纏
ま
ら
な
か
っ
た
｡
斯
-
て
会
合
す

る
事
三
度
'
最
後
に
漸
-
撤
廃
と
い
ふ
事
に
決
定
し
た
も
の
ゝ
由
で
あ
る
が
'
聯
合
会
で
論
議
に
な

っ
た
の
は
'
洋
紙
界
の
前
途
に
対
す

(22
)

る
見
解
の
相
違
か
ら
で
な
く

要
す
る
に
各
社
個
々
の
立
場
か
ら
'
利
害
が

一
致
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
｣
と
論
評
さ
れ
て
い
る
｡

か
-
し
て
'
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る

l
九
二
六
年
か
ら
の
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
第
二
次
生
産
制
限
協
定
は
'

1
九
二
〇
年
末
か
ら

一
九
二
二
年
末
ま
で
の
第

一
次
協
定
が
市
場
の
拡
大
に
助
け
ら
れ
て

一
応
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
の
と
異
な

っ
て
'
市
況
の
立
直
し
を

実
現
す
る
よ
り
も
先
に
有
力
加
盟
企
業
間
の
生
産
拡
大
を
志
向
す
る
思
惑
の
対
立
で
規
制
の
内
容
が
次
第
に
後
退
L
t

一
九
二
八
年
末
に

撤
廃
さ
れ
た
O
そ
の
た
め
に
'
こ
れ
以
後
有
力
三
社
を
中
心
と
す
る
業
界
の
企
業
間
競
争
が

7
層
燐
烈
化
す
る
か
に
思
わ
れ
た
け
れ
ど
'

そ
の
後
の
王
子
製
紙
に
よ
る
富
士
製
紙
の
資
本
的
支
配
と
洋
紙
市
況
の
不
振
深
刻
化
が
相
供

っ
て
'
次
に
見
る
よ
う
な
日
本
製
紙
連
合
会

の
新
た
な
カ
ル
テ
ル
活
動
に
よ
る
市
場
統
制
の
強
化
が
再
び
求
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
｡

(1
)
前
掲

『自
大
正
二
年
至
同
十
二
年

理
事
会
･
商
議
員
全
決
議
録
』
｡

｢紙
価
漸
落
傾
向
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
一
九
年
三
月

二
五
日

号
'
三
四
頁
)
｡

｢洋
紙
は
如
何
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
一
年
一
月
八
目
号
'
五
五
頁
)
0

(
2
)

｢
王
子
製
紙
の
前
期
と
今
期
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
一
九
年
八
月

一
五
日
号
､
三
七
頁
)
｡
前
掲

『日
本
紙
業
総
覧
』
七
〇
一
頁
｡
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』
二
二
頁
目
｡
前
掲

『日
本
新
聞
百
年
史
』
五
七
二
頁
｡
前
掲

『百
三
十
年
史
』
二
七
一
頁
｡

(3
)
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』
二
二
貫
目
｡
前
掲

『百
三
十
年
史
』
二
七
一
頁
｡

(4
)
前
掲

『自
大
正
二
年
至
同
±

一年

理
事
会
･
商
議
貝
会
決
議
録
』
｡

｢
日
本
製
紙
連
合
会
春
季
総
会
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
五
巻
第
三
号
'

7
九
二
〇
年
五
月
'
三
五
頁
)
.
庄
司
乙
舌

『紡
蹟
操
業
短
縮
史
』.
日
本
綿
業
倶
楽
部
'
1
九
三
〇
年
'
三
六
二
-
三
六
七
'
三
八
四
-

三
九
1
'

四
〇
三
頁
｡
前
掲

『日
本
紙
業
総
覧
JI
六
九
二
｡
七
〇
九
頁
.
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(
5
)

｢
洋
紙
の
需
給
状
態

(上
)
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
一
年
五
月
二
八
日
号
'
二
四
頁
)
｡
前
掲

｢洋
紙
は
如
何
｣
五
五
頁
｡
前
掲

『自

大
正
二
年
至
同
十
二
年

理
事
会

･
商
議
員
決
議
錬
』
.
村
田
辰
蔵

『本
邦
洋
紙
業
発
達

二
関
ス
ル
調
査
資
料
蒐
』
日
本
製
紙
連
合
会
'

1
九
三
三

年
｡
.
｢
大
正
九
年
の
操
業
短
縮
｣
'

｢
大
正
十
年
及
び
十

一
年
｣

(以
上
'

『紙
業
雑
誌
』
第
二
三
巻
第

一
〇
号
'

一
九
二
八
年

一
二
月
､

一
-

二

頁
)
｡

｢
洋
紙
輸
出
補
助
問
題
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
六
年
四
月

一
日
号
､

一
六
頁
)｡

(

6

)

前
掲

｢
製
紙
操
短
と
会
社
の
業
績
｣

一
七
頁
｡
前
掲

｢新
聞
用
紙
需
要
の
激
増
と
今
後
｣
四
五
頁
｡

(
7
)

｢
輸
出
準
備
と
操
業
短
縮
問
題
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
五
巻
第

二

号
'

一
九
二
一
年

一
月
'
四
四
二
-
四
四
三
頁
)
｡
三
菱
製
紙

『
三
菱
製
紙

六
十
年
史
』
同
上
刊
'

一
九
六
二
年
､
三
六
二
-
三
六
三
頁
｡
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
八
五
〇
頁
｡

(
8
)

｢
新
設
工
場
休
止
工
場
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

1
六
巻
第

一
言
方
'

1
九
二
二
年

1
月
'
ニ
ー
三
頁
)
O
前
掲

『自
大
正
二
年
至
同
十
二
年

理

事
会

･
商
議
員
全
決
議
録
』
｡
前
掲

｢
大
正
十
年
及
び
十

一
年
｣
｡

｢
大
正
十

一
年
の
製
紙
界
｣

(以
上
'

『紙
業
雑
誌
』
第

一
七
巻
第

二

号
'

一
九
二
三
年

一
月
'

一
頁
)
0

(
9
)
前
掲

『自
大
正
二
年
至
同
十
二
年

理
事
会

･
商
議
員
会
決
議
錬
』
.

｢洋
紙
の
製
造
販
売
状
況
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

1
九
二
四
年
二
月

7

日
号
'
二
〇
頁
)
｡
｢製
紙
株
と
製
紙
業
｣
(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
三
年
三
月

一
七
日
号
'
二
〇
頁
)
｡

｢
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
｣

(
『
エ

コ
ノ
ミ
ス
-
』

7
九
二
三
年
五
月

l
日
号
'
二
二
頁
)
O

(
10
)
前
掲

『自
大
正
二
年
至
同
十
二
年

理
事
会

･
商
議
員
全
決
議
録
』
｡
日
本
製
紙
連
合
会

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会

決
議
録
』
｡
前
掲

｢
製
紙
界
の
前
途
如
何
｣
二
八
頁
｡

(
11
)

｢
生
産
制
限
と
在
庫
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
二
年
七
月
二
九
日
号
､

一
六
頁
)
｡

｢
洋
紙
在
庫
漸
減
す
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九

二
五
年
五
月

一
日
号
'
四
三
頁
)
｡
前
掲

｢
製
紙
界
の
前
途
如
何
｣
二
七
頁
｡

(1
)
前
掲

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会
決
議
録
』
.

｢
洋
紙
の
値
上
事
情
｣

(
『ダ
<
ヤ
モ
ン
ド
』

l
九
二
五
年
二
月

1
日

号
'

一
六
頁
)
｡

｢
洋
紙
の
需
給
変
調
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
五
年
七
月

二

日
号
､
二
八
頁
)
｡

｢洋
紙
の
値
下
と
今
後
｣

(
『ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
五
年
六
月
二
一
日
号
'
二
〇
頁
)
0

(
13
)

｢
洋
紙
操
短
説
と
最
近
の
需
給
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
五
年

一
〇
月
二
四
日
号
'
三
二
頁
)
｡
前
掲

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会
決
議
録
』
.

｢
洋
紙
操
短
の
否
決
と
今
後
の
需
給
関
係
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

7
九
二
五
年

二

月

二

日
号
'

1
六
I

l

七
頁
)
｡

｢
洋
紙
操
短
の
決
定
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
六
年
八
月

二

日
号
､

一
八
-

一
九
克
)
｡

｢
洋
紙
減
産
協
定
と
市
価
の
前
途
｣

(
『
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
二
六
年
九
月

一
五
日
号
'
三
四
-
三
五
頁
)
｡
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』

一
頁
目
｡

(
14

)

｢
洋
紙
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
六
年
七
月

一
五
日
号
'

二
二
八
頁
)
｡

｢減
産
後
の
洋
紙
界
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
六
年

一

〇
月
三
〇
日
号
'
二
八
頁
)
｡
前
掲

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会
決
議
録
』
｡
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(
15
)

｢
洋
紙
減
産
協
定
と
市
価
の
前
途
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
二
六
年
九
月

一
五
日
号
'
三
五
頁
)
｡

｢
洋
紙
操
短
と
効
果
｣

(
『東
洋
経
済

新
報
』

一
九
二
六
年
八
月

一
四
日
号
'
二
七
頁
)

｢限
産
協
定
と
王
子
製
鉄
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
六
年
九
月

一
八
日
号
'
二
〇

頁
)
｡
前
掲

『本
邦
洋
紙
業
発
達

二
閑
ス
ル
調
査
資
料
蒐
』
｡

(
16
)
前
掲

｢洋
紙
界
供
給
事
情
｣
二
八
頁
｡
前
掲

｢洋
紙
界
の
不
振
と
能
力
拡
張
の
真
田
｣

一
六
頁
｡
前
掲

｢洋
紙
操
短
と
効
果
｣
二
七
頁
｡

｢減
産

後
の
洋
紙
界
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
六
年

一
〇
月
三
〇
月
号
'
二
八
頁
)
｡
前
掲

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会

決
議
録
』
｡

(
17
)
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』
二
二
頁
目
｡
前
掲

『百
三
十
年
史
』

一
四
六
頁
｡
内
川
芳
雄

『
日
本
広
告
発
達
史

上
』
電
通
'

一
九
七
六
年
'
二

八
九
-
二
九
五
頁
｡
奥
村
信
太
郎

｢新
聞
王
と
製
紙
王
｣

(
『文
芸
春
秋
』
冬
の
増
刊
号
'

一
九
四
九
年

一
二
月
号
'
七
〇
-
七

一
頁
)
｡
読
売
新

聞
社

『読
売
新
聞
八
十
年
史
』
同
上
刊
'

一
九
五
五
年
'
二
七
七
-
二
七
九
頁
｡

(
18
)
前
掲

｢洋
紙
｣

(ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
)

一
三
八
頁
｡

(
19
)
前
掲

｢
減
産
後
の
洋
紙
界
｣
二
八
頁
｡
前
掲

｢洋
紙
界
の
不
振
と
能
力
拡
張
の
真
因
｣

一
六
頁
｡
前
掲

｢新
聞
用
紙
も
供
給
過
剰
｣

一
七
-

一
八

頁
｡
｢
販
売
戦
白
熱
と
王
子
富
士
両
製
紙
｣
(
『
エ
コ
ノ
-
ス
ト
』

一
九
二
六
年

一
二
月

一
日
号
'
四
七
-
四
八
頁
)
｡
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』

一
二
-

一
四
貫
目
｡

(
20
)

｢
洋
紙
需
給
柏
改
善
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
七
年
五
月
二
一
日
号
'
二
九
頁
)
｡

｢洋
紙
の
需
給
悪
化
と
操
短
緩
和
説
｣

(
『ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
』

一
九
二
七
年
九
月

一
日
号
'
二
一
-
二
二
頁
)
｡

｢
操
短
緩
和
後
の
洋
紙
界
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
八
年
四
月

一
四
日
号
'
二

九
頁
)
｡

｢樺
太
工
業
の
紙
化
計
画
と
前
途
｣

(
『
エ
コ
ノ
-
ス
ト
』

一
九
二
八
年
六
月

一
五
日
号
'
四
四
-
四
五
頁
)
0

(
21
)
前
掲

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会
決
議
録
』
｡

｢
昭
和
初
期
の
生
産
制
限
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
三
巻
第

一
〇
号
'

一
九
二
八
年

二

一月
'
二
頁
)
｡
前
掲

｢
洋
紙
第
三
次
操
短
｣

一
五
頁
｡

｢
金
解
禁
と
製
紙
会
社
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
九
年
七
月

一
一

日
号
'
三
一
頁
)
｡

｢
王
子
紙
と
富
士
紙
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
九
年

一
月
五
日
号
'
五
二
-
五
三
頁
)
0

(
22
)

｢
製
紙
操
短
撤
廃
と
今
後
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
八
年

二

一月

一
一
日
号
'

二

一頁
)
0

目

在
庫
共
同
管
理

日
本
製
紙
連
合
会
は
'
既
に
見
た
よ
う
に
一
九
二
八

(昭
和
三
)
年
末
に
第
二
次
生
産
制
限
協
定
を
撤
廃
し
た
が
'
そ
れ
か
ら
僅
か
四

ケ
月
後
の
一
九
二
九
年
四
月
の
商
議
員
会
で
新
た
に
第
三
次
生
産
制
限
協
定
の
開
始
を
決
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
こ
の
生
産
制
限
協
定

..I:yf･..
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再開は'王子製紙によるライバル企業･富士製紙の経営権掌握化を背景としたものであった｡富士製紙は'一九一八年頃から最大株主となっていた穴水専務を実質的な最高経営者として'社長に樺太工業の大川を招いて生産活動を統括させるトップ･マネジメントの分業体制をとっていた｡そして新聞用紙部門で王子製紙に立遅れていたが'印刷用紙部門に主力をおいて一九二二年以降製紙高で国内最大の企業となっていた｡だが'第一次大戦後の洋紙市況悪化が印刷用紙分野で先行したために'王子製紙に比べると滞貨の増加と業績の低迷が著しかった(図-二)｡一九二八年頃には'生産拡大を目的とする工場の拡張を中止して滞貨の整理などを優先していかざるを得な-なっていた｡このように業績が低迷して-ると'当初より呉越同舟的利害関係で結ばれていた穴水と大川の間にやがて確執が表面化して'大川が故意に富士製紙を経営的苦境に落し込んで'自分の支配する樺太工業に同社を吸収して王子製紙の圧倒を

(1)目論んでいるとする風説も現われるようになった｡

か-て'大川の支配する樺太工業との微妙な競争関係が富士製紙のトップ･マネジメント内部に深刻な対立を醸していた中で'一九二九(昭和四)年1月に穴水専務が死去すると'同社全株式の約10%に相当する彼の持株は'7九一八年以来彼が政友会衆議院議員としての政治資金に充当していた銀行借入金を清算する必要もあって'遺族から王子製紙に密かに売却された｡王子製鉄の藤原社長は'彼の死去後すぐに遺族へ富士製紙株の買取りを中畑て'その

(2)

頃時価が一株約七〇円の旧株を八〇円で七万五三〇〇株'新株を四四円で七万九六〇〇株譲り受けたのである｡穴水の遺族が持株の大川への売却を故意に避けた理由には'こうした藤原による有利な買取り価格の提示に加えて'前述の穴水と大川の確執'富士製紙に不利な樺太工業との合併に対する危倶'穴水の後任人事をめぐる大川への不満など

(3)

も指摘されている｡他方で藤原は'王子製紙の富士株買収の理由を自社の株主総会で次のように説明していた｡

｢一般経済界の不況は近年益々深刻となると同時に'富士は其在庫品の売抜きに努め'傍ら一方には新し-工場を
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拡
張
し
て
此
苦
境
を
転
換
せ
ん
と
鼓
し
ま
し
て
'
此
処
数
年
来
極
端
に
積
極
的
政
策
を
採
っ
て
参
り
ま
し
た
為
め
に
'
常
に
我
製
紙
界
を

脅
威
す
る
様
な
結
果
を
来
し
ま
し
た
｡
-
此
値
に
捨
て
置
-
に
於
て
は
'
遂
に
勢
の
赴
-
勉
両
社
間
に
想
像
も
及
ぼ
ざ
る
激
烈
な
る
戦
闘

を
開
始
し
'
そ
の
結
果
富
士
が
多
大
の
損
失
を
招
来
す
る
は
無
論
の
こ
と
'
我
社
と
致
し
て
も
亦
多
少
の
傷
害
を
蒙
る
べ
き
は
到
底
免
る
･

(4
)

べ
か
ら
ざ
る
大
勢
で
か
り
ま
し
た
｣
｡

こ
う
し
て
穴
水
持
株
の
買
収
に
成
功
し
た
王
子
製
紙
は
'
併
せ
て
穴
水
と
同
じ
甲
州
系
株
主
か
ら
買
取
っ
た
分
を
加
え
て
富
士
製
紙
株

式
の
約

一
四
%
に
相
当
す
る
二
一
万
余
株
を
取
得
し
て
'
富
士
製
紙
の
最
大
株
主
と
し
て
経
営
権
を
掌
握
し
た
｡
そ
の
結
果
'
従
来
の
よ

う
に
富
士
製
紙
と
競
争
し
合
う
必
要
が
な
-
な
っ
た
｡
富
士
製
紙
の
業
績
立
直
し
を
優
先
さ
せ
る
方
が
む
し
ろ
得
策
に
な
っ
た

の
で
あ
一

る
｡
従
っ
て
'
洋
紙
市
場
が
依
然
生
産
過
剰
状
態
に
あ

っ
た

一
九
二
九
年
三
月
の
日
本
製
紙
連
合
会
商
議
員
会
で
'
北
越
製
紙
に
よ
っ
て

一
九
二
五
年
以
来
黄
ボ
ー
ル
紙
の
共
同
減
産
を
実
施
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
た
日
本
板
紙
同
業
会
の
活
動
を
摸
し
た
生
産
制
限
協
定
の
再

復
活
案
が
発
議
さ
れ
る
と
'
王
子
製
紙
は
'
当
初
手
持
ち
在
庫
の
品
薄
を
理
由
に
渋

っ
た
も
の
の
'
結
局

｢
富
士
側
の
事
情

を
参
酌

し

(5
)

て
｣
賛
成
し
た
｡
藤
原
社
長
は
'
こ
の
間
の
事
情
を
先
の
株
主
総
会
に
お
い
て
次
の
ご
と
-
述
べ
て
い
る
｡

｢
当
社
だ
け
の
事
を
考
え
ま
す
れ
ば
'
生
産
制
限
の
必
要
は
無
い
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
'
他
の
同
業
者
が
在
庫
品
の
処
分
に
窮
す

る
余
り
'
之
を
投
売
致
し
ま
す
と
き
は
'

一
般
に
其
影
響
を
蒙
る
こ
と
1
な
り
ま
し
て
'
其
結
果
当
社
に
も
不
利
を
来
す
と
云
う
様
な
こ

と
に
も
な
り
ま
す
る
L
t
又
当
期
の
加
に
於
き
ま
し
て
当
社
は
富
士
製
紙
の
大
株
主
と
な
り
ま
し
た
る
等
の
関
係
に
依
り
ま
し
て
'
業
界

全
般
の
安
定
を
計
る
方
が
大
局
の
上
に
於
て
当
社
の
為
め
に
も
反
て
利
益
と
考
え
ま
し
た
か
ら
'
先
般
同
業
者
の
希
望
に
よ
り
-
生
産
制

(6
)

限
を
実
行
す
る
と
云
ふ
議
に
対
し
'
当
社
も
之
に
同
意
致
し
ま
し
た
｣
｡

か
-
し
て

一
九
二
九
年
四
月
の
商
議
貞
会
は
'
再
び
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
を
対
象
に
し
た
第
三
次
生
産
制
限
協
定
の
五
月
か
ら
の
実
施

を
決
定
し
た
｡
こ
の
協
定
内
容
は
'
新
規
に
査
定
し
た
各
社
標
準
生
産
能
力
を
基
準
に

一
律

一
〇
%
の
義
務
減
産
と
'
適
宜
定
め
る
醸
金
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額
に
よ
っ
て
免
除
可
能
な

一
〇
%
の
自
由
減
産
か
ら
な
る
合
計
二
〇
%
の
共
同
減
産
実
施
を
原
則
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
ま
た
別
に
新

設
の
抄
紙
棟
に

一
律
二
〇
%
の
減
産
が
義
務
付
け
ら
れ
た
｡
当
時
の
加
盟
製
耗
企
業
九
社
の
生
産
能
力
は
'
各
社
別
に
知
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
が
'
合
計
で
は
先
の
第
二
次
協
定
時
に
比
べ
て
三
四
%
増
の
月
産
四
五
五
〇
万
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
'
滞
貨

の
比
較
的
少
な
い
と
思
わ
れ
る
王
子
製
紙
が
自
由
減
産
の
一
部
免
除
手
続
き
を
取

っ
て
平
均

一
五
%
の
減
産
を
行
な
っ
た
他
は
'
は
と
ん

(7
)

ど
の
企
業
が
二
〇
%
の
共
同
減
産
を
実
施
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

だ
が
'
そ
れ
で
も
市
場
に
お
け
る
生
産
過
剰
状
態
を
依
然
解
消
で
き
な
か
っ
た
の
で
､
商
議
員
会
は
'
同
年
九
月
に
義
務
減
産
を

｢
小

会
社
｣
に
つ
い
て
多
少

｢
掛
酌
｣
す
る
措
置
を
と
り
な
が
ら
も
翌
月
以
降

一
五
%
に
引
上
げ
る
こ
と
'
ま
た
自
由
減
産
免
除
に
必
要
な
醸

金
額
お
よ
び
規
定
以
上
の
減
産
実
施
企
業
に
支
給
す
る

｢
休
転
科
｣

(補
助
金
)
を
増
額
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
｡
次
い
で

一
二
月
に
義

務
減
産
を
翌
月
か
ら
更
に
二
五
%

へ
と
引
上
げ
さ
せ
た
｡
こ
う
し
て
'
王
子
製
紙
'
富
士
製
紙
'
樺
太
工
業
'
三
菱
製
紙
の
以
上
四
社
が

自
由
減
産

一
〇
%
を
含
む
合
計
三
五
%
の
減
産
を
'
そ
の
他
残
り
の
五
社

(
一
九
二
六
年
以
降
の
加
盟
全
製
紙
企
業
数
は
九
社
)
が
有
力

企
業
と
の
事
業
規
模
格
差
を
考
慮
し
て
自
由
減
産

一
〇
%
を
含
む
三
〇
～
三
三
%
の
減
産
を
実
施
す
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
ま
た
'

一
一月

に
は

1
九
二
四
年
以
来
廃
止
さ
れ
て
い
た
輸
出
奨
励
金
制
度
の
復
活

(中
国
向
け

1
ポ
ン
ド
二
銭
'
上
海
以
南
と
イ
ン
ド
向
け
同
二
銭
)

(8
)

も
決
定
さ
れ
た
｡
そ
の
他
'

一
九
〇
〇

(明
治
三
三
)
年
に

一
度
検
討
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

一
般
洋
紙
の
共
同
販
売
案
ま
で
審

議

さ
れ

た
｡
だ
が
'
こ
の
共
販
案
は
'
価
格
の
決
定
法
や
生
産
量
の
割
当
て
法
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
加
盟
大
企
業
と
そ
の
他
企
業
の
意

見

が

対

立

(9
)

L
t

｢
時
期
尚
早
｣
と
し
て
見
送
ら
れ
た
｡

と
こ
ろ
で
'
洋
紙
市
況
は
'

一
九
三
〇

(昭
和
五
)
年

一
月
の
金
輸
出
解
禁
実
施
後
に

一
層
悪
化
し
て
い
っ
た
｡
そ
の
た
め
'
日
本
製

紙
連
合
会
の
商
議
員
会
は
'
二
月
に
先
の
三
五
%
共
同
減
産
を
当
初
予
定
し
た
実
施
満
期
で
あ
る
五
月
以
降
も
継
続
し
て
行
な
い
'
ま
た

新
た
に
各
社
間
で

｢
紙
況
対
策
其
他
に
関
し
相
互
隔
意
な
き
協
議
を
行
ひ
紙
価
を
円
満
に
維
持
｣
す
る
目
的
で
販
売
実
務
担
当
の
責
任
者
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(10
)

を
中
心
に
構
成
す
る
定
期
会
合
と
し
て

｢
木
曜
会
｣
を
毎
週
開
催
す
る
と
決
定
し
た
｡
以
後
'
こ
の
木
曜
会
が
日
本
製
紙
連
合
会
の
カ
ル

テ
ル
活
動
に
お
け
る
実
務
的
な
問
題
の
協
議

･
決
定
機
関
と
な
っ
て
'
毎
月

一
回
の
開
催
を
原
則
と
し
た
商
議
貞
会
の
機
能
を
補
完
し
て

(ll
)

い
く
の
で
あ
る
｡

続
い
て
商
議
員
会
は
'
輸
出
拡
大
を
目
的
に
輸
出
奨
励
金
の
引
上
げ
な
ど
を
行
な
う
と
と
も
に
'

一
九
三
〇
年
五
月
か
ら
再
び

一
般
洋

紙
の
共
同
販
売
案
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
こ
の
時
の
共
販
案
検
討
は
'
各
社
間
で
問
題
点
な
ど
が
相
当
煮
詰
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
'
そ
の
協
議
の
中
途
で
樺
太
工
業
に
よ
る
政
府
向
け
教
科
書
用
紙
の
売
込
み
ダ
ン
ピ
ン
グ
問
題
が
発
覚
し
て
再
度
纏
ま
ら
な

か

っ

た
｡
当
時
の
樺
太
工
業
は
'
借
入
金
に
大
き
く
依
存
し
た
事
業
の
拡
大
に
よ
っ
て
業
界
第
三
位
の
企
業
と
な
っ
て
い
た
が
'
そ
の
反
面
で

金
利
負
担
の
重
圧
と
市
況
低
迷
化
に
よ
る
販
売
不
振
か
ら
業
績
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
｡
各
期
の
業
績
は
'
前
掲
図
-
二
で
は

ほ
ぼ
富
士
製
紙
に
並
ぶ
水
準
を
示
し
て
い
た
が
'
実
際
に
は
樺
太
の
工
場
よ
り
内
地
に
発
送
し
た
だ
け
の
未
販
売
品
ま
で
営
業
収
入
に
加

え
て
利
益
計
算
を
す
る
な
ど

｢
粉
飾
｣
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
そ
こ
で
同
社
は
'
経
営
上
の
苦
境
か
ら
の
脱
出
を
め
ざ
し
て
'
同
年
四
月

頃
王
子
製
紙
に
自
社
と
の
合
併
化
を
内
々
打
診
す
る

一
万
㌧
こ
の
共
販
案
の
実
現
を
強
-
望
ん
で
い
た
が
'
政
府
向
け
教
科
書
用
紙
を
従

来
納
入
し
て
い
た
王
子
製
紙
'
富
士
製
紙
'
三
菱
製
紙
な
ど
の
意
表
を
つ
く

｢
抜
け
駆
け
的
｣
安
値
で
一
手
に
落
札
し
た
た
め
に
､
こ
れ

(12
)

ら
三
社
と
の
関
係
を

一
挙
に
悪
化
さ
せ
た
｡
困
っ
て
'
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
共
販
案
の
検
討
が
反
故
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し
'
樺
太
工
業
は
'
そ
の
後
も
大
川
社
長
を
中
心
に
王
子
製
紙
な
ど
へ
共
販
案
の
実
現
を
執
物
に
働
き
か
け
た
｡
そ
こ
で
一
九
三

●

〇
年
八
月
頃
に
な
る
と
各
社
間
.で
再
び
協
調
の
機
運
が
高
ま
り
､
市
場
の
供
給
過
剰
緩
和
に
即
効
性
が
期
待
で
き
る
上
に
実
行
が
比
較
的

(13
)

容
易
な
も
の
と
し
て
'
各
社
在
庫
の
封
印
に
よ
る
共
同
管
理
案
が
新
た
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

こ
う
し
て
日
本
製
紙
連
合
会
は
､
同
年

一
〇
月
の
商
議
貞
会
に
お
い
て
'
翌
月
よ
り
加
盟
各
社
の
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
の
標
準
月
産
能

力
か
ら
減
産
分
を
差
引
い
た
実
際
製
紙
高
の
二
ケ
月
分
相
当
量
を
超
え
る
在
庫
全
部
を
封
印
L
t
そ
れ
を
以
後
二
年
間
共
同
管
理
し
て
出
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(14
)

荷
を
停
止
さ
せ
る
と
決
定
し
た
｡
ま
た
'
そ
の
査
察
監
視
機
関
と
し
て
'
新
た
に
常
設
の

｢
管
理
会
｣

(連
合
管
理
部
)
が

設
け

ら
れ

た
｡
そ
こ
で
は
'
王
子
製
紙
の

｢管
理
係
｣
が
先
の
木
曜
会
の
指
示
を
受
け
て
統
轄
事
務
を
代
行
し
'
ま
た
各
社
の
社
員
が

｢
共
同
管
理

(15
)

員
｣
と
し
て
自
社
を
除
-
各
社
の
在
庫
や
機
械
の
封
印
査
察
監
視
作
業
に
従
事
し
た
｡
次
い
で
一
一
月
に
は
'
生
産
制
限
協
定
の
内
容
が

各
社

l
律
三
五
%
の
義
務
減
産
に

一
本
化
さ
れ
た
｡
こ
れ
と
併
せ
て
各
社
標
準
生
産
甥

の
再
査
定

(各
社
合
計
能
力
の
評
価
を
月
産
五

四
四
七
万
九
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
改
訂
)
'
お
よ
び
従
来
大
企
業
が
抄
紙
機
の
一
律
減
産
に
か
え
て
屡
々
実
施
し
て
い
た

一
部
の
抄
紙
機
に

よ
る
任
意
集
中
的
減
産
の
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
た
｡
後
者
の
措
置
は
'
有
力
企
業
が
非
有
力
企
業
の
実
質
的
な
減
産
強
化
の
代
償
と
し
て

譲
歩
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'

一
九
二
六
年
以
来
中
断
し
て
い
た
出
荷
価
格
協
定
も
紙
価
の
引
上
げ
を
目
的
に
復
活
さ
れ
た
の
で
あ

へ16
)
る
｡こ

こ
に
'
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
印
刷
用
紙
と
模
造
紙
を
対
象
に

一
ケ
月

一
五
九
三
万
ポ
ン
ド

(
一
九
三
〇
年

一
二
月
以
降
標
準
生
産

能
力
の
再
査
定
で
｣
九
〇
七
万
ポ
ン
ド
に
引
上
げ
る
)
の
共
同
減
産
を
行
な
う

一
方
､
封
印
作
業
の
遅
れ
か
ら
同
年

一
二
月
に
開
始
が
延

(17
)

び
た
も
の
の
'
当
時
二
億
ポ
ン
ド
以
上
と
言
わ
れ
た
各
社

｢
総
在
庫
高

(会
社
自
家
倉
庫
'
営
業
倉
庫
等
の
在
庫
高
)
｣
の
内
で
実
際
製

紙
高

(
一
ケ
月
)
三
五
四

一
万
余
ポ
ン
ド
の
二
ケ
月
分
を
除
い
た
残
り
の
在
庫
全
部
の
出
荷
凍
結
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'
こ

の

｢前
代
未
聞
の
新
法
｣
と
さ
れ
た
在
庫
共
同
管
理
を
含
む
多
面
的
な
カ
ル
テ
ル
活
動
の
展
開
を
以
て
し
て
も
'
国
内
の
洋
紙
市
況
は
'

(18
)

需
要
の
減
少
に
よ
る
市
場
の
供
給
過
剰
状
態
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
出
来
ず
に
依
然
低
迷
を
続
け
た
｡

そ
こ
で
商
議
員
会
は
'

一
九
三

一
年
五
月
に
翌
月
か
ら
新
た
に
筆
記
用
紙
と
図
画
用
紙
の
一
律
三
五
%
の
共
同
減
産
も
開
始
し
'
ま
た

各
社
実
際
製
紙
高
の
二
ケ
月
分
と
し
て
い
た
手
持
ち
在
庫

(販
売
準
備
品
)
の
三
五
%
お
よ
び
毎
月
売
残
り
分
の
全
量
を
筆
記
用
紙
や
図

画
用
紙
も
含
め
て
追
加
封
印
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
｡
但
し
'
非
有
力
企
業
の
在
庫
封
印
追
加
は
'
元
々
在
庫
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
手

持
ち
在
庫
の
二
五
%
に
止
め
た
｡
こ
う
し
て
管
理
会
で
同
年

一
一
月
ま
で
に
封
印
し
た
各
社
の
在
庫
は
'
同
年
の
共
同
減
産
対
象
品
生
産
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(19
)

高

(全
製
革
局
の
三
三
%
)
の
四
ケ
月
分
を
超
え
る

1
億
五
～
六
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
遵
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
｡

し
か
し
'
こ
の
後
も
更
に
需
要
の
減
少
が
続
い
た
の
で
'
共
同
減
産
率
は
'

一
九
三

一
年
九
月
に
四
五
%
'
次
い
で
一
二
月
に
最
高
五

五
%

(同
時
に
各
社
合
計
標
準
月
産
能
力
を
五
九
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
改
訂
)
へ
と
相
次
い
で
引
上
げ
ら
れ
た
｡
こ
の
内

一
二
月
の
引
上
げ

で
は
'
高
率
の
減
産
が
非
有
力
企
業
に
過
重
の
負
担
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
'
再
び
事
業
規
模
別
に
格
差
が
設
け
ら
れ
て
'
王
子
製
紙
と

富
士
製
紙
が
五
五
%
'
樺
太
工
業
が
五

一
%
'
そ
の
他
の
六
社
が
平
均
四
六
%

(推
定
)
と
な

っ
て
い
た
｡
ま
た
'
新
た
に
各
社
の
手
持

ち
在
庫
を
実
際
製
紙
高
の

｢
一
ケ
月
八
分
｣

(
一
〇
八
%
)
相
当
ま
で
圧
縮
し
て
'
そ
れ
以
外
の
在
庫
全
部
を
封
印
共
同
管
理
す
る
よ
う

(20
)

に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
日
ネ
製
紙
連
合
会
に
よ
る

1
般
洋
紙
の
共
同
減
産
と
在
庫
共
同
管
理
の
強
化
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
の
は
'
富
士

製
紙
を
傘
下
に
組
入
れ
て
加
盟
各
社
合
計
製
紙
高
の
六
五
%
を
お
さ
え
る
に
至
っ
て
い
た
王
子
製
紙
で
あ

っ
た
｡
各
社
に
お
け
る
在
庫
共

同
管
理
と
共
同
減
産
の
査
察
監
視
機
関
と
な
っ
た
管
理
会
も
'
王
子
製
紙
本
社

(東
京
)
の
一
角
に
設
置
さ
れ
て
'
前
述
の
よ
う
に
同
社

(21
)

の
社
員
が
統
轄
事
務
を
代
行
し
て
い
た
｡
だ
が
'
藤
原
社
長
は
､
既
に
一
九
三
〇
年
末
の
同
社
社
員
向
け
訓
示
の
中
で
共
同
減
産
の
実
施

が
製
紙
コ
ス
ト
の
上
昇
を
も
た
ら
し
'
ま
た
在
庫
の
共
同
管
理
も

｢
幣
害
｣
を
伴

っ
て

｢
直
ち
に
業
界
が
好
転
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

｣
と
述
べ
る
な
ど
'
日
本
製
紙
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動
の
も
つ
限
界
を
同
時
に
認
識
し
て
い
た
｡
そ
の
上
'
同
社
製
紙
高
の
五
〇
%
近

-
を
占
め
た
主
力
製
品
で
あ
る
新
聞
用
紙
の
収
益
力
は
'
こ
の
頃
に
な
る
と
海
外
企
業
か
ら
の
対
日
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
の
増
加
や
北
越
製

(22
)

紙

(共
同
販
売
に
未
参
加
)
の
市
場
参
入
な
ど
に
よ
る
価
格
競
争
の
激
化
が
影
響
し
て
低
下
し
て
-
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

当
時
国
内
製
紙
高
の
約
四
〇
%
を
占
め
て
い
た
新
聞
用
紙
に
つ
い
て
は
'
先
述
の
ご
と
-
共
同
洋
紙
に
よ
る
共
同
販
売
に
参
加
し
て
い

た
王
子
製
紙
と
富
士
製
紙
'
樺
太
工
業
の
間
で
独
自
に
一
九
二
七
年
三
月
か
ら
共
同
減
産
が
続
け
ら
れ
て
い
た
｡
但
し
'
三
社
の
具
体
的

な
減
産
内
容
は
'
富
士
製
紙
を
除
い
て
明
ら
か
で
な
い
｡
富
士
製
紙
は
'
先
述
の
よ
う
に
共
同
洋
紙

一
ケ
月
平
均
持
込
み
量

(輸
出
分
を
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含
む
)
の
一
五
%

(知
取
工
場
の
み
二
六
%
)
に
相
当
す
る
減
産
を
行
な
っ
て
い
た
が
'

1
九
二
八
年

1
月
新
た
に

｢
三
社
協
定
権
利

数
｣
と
し
て
各
社
の
共
同
洋
紙
販
売
委
託
量
に
上
限
が
設
け
ら
れ
た
の
で
'
こ
の
上
限
量
と
輸
出
量
の
合
計
を
越
え
た
販
売
先
未
定
量
に

(

沿)

該
当
す
る
分
と
し
て
右
の
平
均
持
込
み
量
の
二
二
･
四
%
の
減
産
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

｡

し
か
し
'
市
況
の
低
迷
が
続
い
た

た
め
に
'
各
社
は
'
自
社
品
の
販
売
拡
大
を
目
的
と
し
て
価
格
競
争
に
鏑
を
削

っ
た
｡
富
士
製
紙
は
'

一
九
二
四
年
以
来
の

一
リ
ー

ム

五

･
一
円
の
共
販
価
格
が

一
九
二
七
年
四

･
八
円
に
引
下
げ
ら
れ
て
い
た
共
同
洋
紙
を
通
じ
た
報
知
新
聞
社
向
け
販
売
に
つ
い
て
一
九
二

八
年
二
月
に
一
年
間
の
予
定
で

一
リ
ー
ム
当
り

〇
･
六
円
の
秘
密
割
戻
し
の
実
施
を
決
定
し
て
い
た
｡
ま
た
'

一
九
三
〇
年
に
新
聞
用
紙

(
別
)

輸
入
が
増
加
し
て
-
る
と
'
共
同
洋
紙
ま
で
が
有
力
新
聞
社
向
け
を
中
心
に
独
自
の
割
戻
し
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ

の
結
果
'
共
同
洋
紙
価
格
も
'
更
に
一
九
三
〇
年
五
月
に

一
リ
ー
ム
四
･
五
円
'

一
九
三

一
年
五
月

一
リ
ー
ム
標
準
重
量
が
四
五
ポ
ン
ド

か
ら
四
七
ポ
ン
ド
に
増
加
し
た
後
の
七
月
に
三
･
七
円
へ
と
引
下
げ
ら
れ
て
い
っ
た
｡
そ
の
後
も
実
際
の
市
場
相
場
は
'

一
九
三

一
年
七

八榊
E

月
に
三

･
一
五
円
'

一
九
三
二
年
七
月
に
二
･
八
五
円
と

一
層
下
落
し
て
い
く
の
で
あ
る

｡

こ
う
し
て

一
般
洋
紙
と
と
も
に
新
聞
用
紙
の
市
況
も
悪
化
し
た
の
で
'
新
聞
用
紙
部
門
の
優
位
に
よ
っ
て
業
界
の
指
導
的
地
位
を
固
め

て
い
た
王
子
製
紙
の
業
績
は
'
前
掲
図
-
二
に
あ
る
ご
と
-

一
九
三
〇
年
下
期
以
降
低
迷
し
て
-
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
の
総
資
本
総
利

益
率
は
'
同
期
よ
り
年
率

一
〇
%
を
下
回
り
は
じ
め
て
'

一
九
三

一
年
下
期
に
は
二
〇
年
前
の
一
九

二

年
に
藤
原
が
経
営
再
建
の
た
め

に
三
井
物
産
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
頃
と
大
差
の
な
い
五

･
六
%
と
な
っ
て
い
た
｡

こ
の
1
九
三
1
年
末
に
は
'

遂
に
工
場
の
1
部
休
業

と
社
員
職
工
の
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
｡

然
も
'

1
九
三
〇
年
末
に
経
営
の
行
詰
ま
り
が
表
面
化
し
て
い
た
樺
太
工

業
は
'
日
本
興
業
銀
行
な
ど
に
よ
る
救
済
融
資
で
苦
鏡
を
凌
ぐ

1
万
で
'
過
大
な
滞
貨
の
投
売
り
処
分
を
急
ぎ
'
市
況
の
低
迷
化
に
拍
串

(26
)

を
か
け
て
い
た
｡
藤
原
社
長
は
'
こ
う
し
た
樺
太
工
業
と
市
況
の
動
静
か
ら

一
九
三

一
年
末
に
日
本
製
紙
連
合
会
や
共
同
洋
紙
の
カ
ル
テ

ル
活
動
だ
け
に
よ
る
市
況
の
統
制
に
限
度
が
あ
る
と
判
断
し
'
大
川
側
の
打
診
で
極
秘
に
検
討
し
て
い
た
王
子
製
紙
と
富
士
製
紡
'
樺
太
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工
業
の
三
社
合
併
を
最
終
的
に
決
断
し
た
｡
そ
の
結
果
'
こ
れ
ら
三
社
の
間
に
金
輸
出
再
禁
止
の
実
施
で
洋
紙
市
況
が
柏
持
直
し
て
く
る

翌

一
九
三
二
年

一
〇
月
に
合
併
の
仮
調
印
が
遂
に
行
な
わ
れ
て
'

一
九
三
三
年
五
月
に
資
本
金

一
億
五

〇
〇
〇
万
円
'
国
内
製
紙
高
の
八

〇
%
以
上
を
独
占
す
る

｢
大
｣
王
子
製
紙
ト
ラ
ス
ト
が
成
立
し
て
い
-
の
で
あ
る
｡

(1
)
｢減
配
後
の
富
士
紙
｣
(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
八
年

一
月
七
日
号
'
四
九
頁
)
｡

｢
払
込
徴
収
近
き
富
士
製
紙
｣

(同
上
誌
'

一
九
二
八
年

五
月

二

百

号
'
二
六
頁
)
｡
前
掲

『高
島
菊
次
郎
伝
』
三
〇
三
-
三
〇
八
頁
｡
前
掲

｢
大
川
平
三
郎
と
樺
太
工
業
の
発
展
｣

一
四
七
頁
｡

(
2
)
島
田
林
太
郎

『思
い
出
の
ま
ま
』
島
田
商
会
､

一
九
六
〇
年
'

一
〇
三
-

二

三
頁
｡

｢
富
士
紙
肩
替
り
物
語
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二

九
年
二
月

一
日
号
'
二
二
-
二
三
頁
｡
同
年
二
月

二

日
号
'
四
五
-
四
七
頁
)
｡

｢
問
題
株
と
な
っ
た
王
子
製
紙
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九

二
九
年

1
二
月

1
四
日
号
'
二
八
-
二
九
頁
)
.

｢
王
子
製
紙
の
実
質
低
下
｣

(
『
エ
コ
ノ
,､､
ス
ト
』

一
九
三
〇
年
六
月

l
日
号
'
四
三
頁
)
｡
水

谷
啓
二

『藤
原
銀
次
郎
伝
』
東
洋
書
館
'

一
九
五
四
年
'

一
八
九
頁
｡

(

3

)

｢富
士
製
紙
は
何
処
へ
行
-
｣

(
『
エ
コ
ノ
､､､
ス
ト
』

1
九
二
九
年
二
月

一
日
号
'
三
三
-
三
四
頁
)O

前
掲

｢
富
士
製
紙
肩
替
り
物
語
｣

1
九

二
九
年
二
月

一
日
号
'
二
三
頁
｡

(4
)
前
掲

『藤
原
社
長
報
告
要
領
』

一
九
二
九
年
六
月
｡

(
5
)
前
掲

『
王
子
製
紙
社
史
』
第
三
巻
'

十
九
二
-

一
九
三
頁
｡
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
七
四
六
頁
｡
前
掲
｢洋
紙
第
三
次
操
短
｣
一
五
-

一
六
頁
｡

板
紙
連
合
会

『
日
本
の
板
紙
』

一
九
六
四
年
'

一
四
-

一
五
頁
｡

(
6
)
前
掲

『藤
原
社
長
報
告
要
領
』

一
九
二
九
年
六
月
｡

(
7
)
前
掲

『自
大
正
十
三
年
至
昭
和
四
年

商
議
員
会

･
理
事
会
決
議
鐘
』
｡
前
掲

｢洋
紙
第
三
次
操
短
｣

一
五
-
一
六
頁
｡
前
掲

『本
邦
洋
紙
業
発

達

二
閑
ス
ル
調
査
資
料
蒐
』
｡

｢
洋
紙
操
短
拡
張
と
パ
ル
プ
共
販
計
画
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
二
九
年

l
〇
月

1
五
日
号
'
三
四
頁
)
｡

(

8

)

王
子
製
紙

『昭
和
四
年
上
半
期
考
課
状
』
｡
高
橋
亀
吉
編
著

『財
政
経
済
二
十
五
年
誌
』
第
八
巻
'
実
業
之
世
界
社
'

一
九
三
二
年
'

一
四
九

頁
｡

｢洋
紙
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
二
九
年

一
二
月

一
日
号
'
三

一
-
三
二
頁
)
｡

｢金
解
禁
後
の
洋
紙
界
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九

三
〇
年

一
月

一
一
日
号
'

一
六
頁
)
0

(
9
)

｢
洋
紙
業
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

l
九
三
〇
年
四
月

1
日
号
'
四

一
頁
)
｡

｢
洋
紙
市
況
の
顛
勢
と
根
本
原
因
｣

(
Jr東
洋
経
済
新
報
』

一
九

二
九
年
八
月
二
一
日
号
'

一
九
頁
)
｡
前
掲

｢
金
解
禁
後
の
洋
紙
界
｣

一
六
頁
｡

(
10
)
前
掲

『財
政
経
済
二
十
五
年
誌
』

一
五
〇
頁
｡
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
七
四
八
頁
｡

(

ll
)
草
柳
敏
男
氏

(元
王
子
製
紙
販
売
課
第

1
係
長
)
よ
り
の
聞
取
り
調
査

(
1
九
八

1
年
九
月
)
｡

●

･.
..II
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(
12
)

｢
洋
紙
界
の
前
途
益
々
不
安
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
〇
年
八
月
五
日
号
'
三

一
頁
)
｡
前
掲

『財
政
経
済
二
十
五
年
誌
』

一
四
九
-

一

五
〇
頁
｡
前
掲

｢
洋
紙
｣
(ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
)

一
四
二
頁
｡
｢樺
太
工
業
の
資
産
｣
(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
二
〇
年

一
〇
月
九
日
号
'
二
九
貢
)
｡

｢
再
禁
止
と
樺
太
工
業
｣
(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
J7
7
九
三
二
年

1
月

l
日
号
'
八
八
頁
)
｡
前
掲

｢
大
川
平
三
郎
と
樺
太
工
業
の
発
展
｣

一
四
八
頁
.

｢
多
難
の
樺
太
工
業
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
-
』

一
九
三
〇
年
四
月

一
五
日
号
'
四
九
-
五

一
頁
)
｡

｢
共
販
成
立
気
運
と
製
紙
会
社
｣

(
『ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
』

一
九
三
〇
年
六
月

一
日
号
､
三
二
頁
)
0

(
13
)

｢
会
社
更
生
問
答

･
樺
太
工
業
｣
(
『
エ
コ
ノ
･､､
ス
-
』

一
九
三
〇
年
八
月

一
日
号
'
四
七
頁
)
｡
｢減
配
懸
念
の
あ
る
富
士
製
紙
｣

(同
上
誌
'

一
九
三
〇
年
九
月

一
日
号
'
四
四
-
四
五
頁
)
0

(
14
)

｢
印
刷
紙
類
操
短
と
共
同
管
理
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
五
巻
第
九
号
'

一
九
三
〇
年

二

月
'
二
六
頁
)
｡

｢
共
同
管
理
の
決
定
と
洋
紙
界
の

前
途
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
三
〇
年

一
一
月

一
日
号
'

一
六
頁
)
0

(
15
)
飯
田
博
氏

(元
王
子
製
紙
社
員
'
現
紙
の
博
物
館
主
事
)
と
草
柳
敏
男
氏
よ
り
の
聞
取
り
調
査

(聞
取
り
順
'

一
九
八

一
年
九
月
)
｡
前
掲

『本

邦
製
紙
業
就
中
洋
紙
ノ
現
状

二
就
テ
』
六
五
頁
｡

｢
昭
和
五
年
の
洋
紙
界
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
三

一
年
三
月

一
日
号
'
五
〇
頁
)
｡

(
16
)
前
掲

｢
印
刷
紙
類
と
共
同
管
理
｣
二
六
頁
｡
前
掲

｢
共
同
管
理
の
決
定
と
洋
耗
界
の
前
途
｣

一
六
-

一
七
頁
｡
前
掲

『本
邦
洋
紙
業
発
達

二
閑
ス

ル
調
査
資
料
蒐
』
｡
前
掲

｢
昭
和
五
年
の
洋
紙
界
｣
五
〇
頁
｡

｢製
紙
の
値
上
げ
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
〇
年

一
二
月

三

百

号
'
三
五

頁
)
0

(
17
)
前
掲

｢
共
同
管
理
の
決
定
と
洋
紙
界
の
前
途
｣

一
七
頁
｡

(
18
)

｢手
持
品
の
共
同
管
理
法
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
五
巻
第

二

号
'

一
九
三

一
年

一
月
'
二
頁
)
｡

｢減
配
し
た
王
子
製
紙
の
成
績
｣

(
『東

洋
経
済
新
報
』

l
九
三

1
年
七
月

1
八
日
号
'
二
〇
頁
)
｡

｢
洋
紙
｣

(同
上
誌
'

一
九
三

7
年
七
月
二
五
日
号
'
三
七
頁
)
0

(
19
)
東
京
都
紙
商
組
合
編

『東
京
に
お
け
る
紙
商
百
年
の
歩
み
』
同
上
刊
'

一
九
七

一
年
'

一
六
九
頁
｡

｢
印
刷
紙
等
の
共
同
管
理
拡
張
｣

(
『紙
業

雑
誌
』
第
二
六
巻
第
四
号
'

一
九
三

一
年
六
月
'
三
〇
頁
)
｡

｢製
紙
界
の
趨
勢
と
富
士
製
紙
の
業
績
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
三

一
年
七
月

二

日
号
'
六
〇
頁
)
｡
朝
日
新
聞
社
編

『昭
和
財
界
史
』
同
上
刊
'

一
九
三
六
年
'
三
九
七
頁
｡
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
付
録

一
九
頁
｡

(
20
)
前
掲

『
日
本
紙
業
総
覧
』
七
五
九
頁
｡
前
掲

『昭
和
財
界
史
』
三
九
七
頁
｡
前
掲

『財
政
経
済
二
十
五
年
誌
』

一
五

一
頁
｡
前
掲

『本
邦
製
紙
業

発
達

二
関
ス
ル
調
査
資
料
蒐
』
O

｢
洋
紙
恐
慌
と
樺
太
工
業
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
-
』

1
九
三
l
年

一
二
月

1
五
日
号
'
四
〇
頁
)
｡
前
掲

『現
代

日
本
産
業
発
達
史
12

紙

･
･ハ
ル
プ
』
二
一
五
号

文
中
の
有
力
三
社
以
外
の
減
産
率
は
'
同
上
エ
コ
ノ
ミ
ス
-
誌
の
有
力
三
社
減
産
率
と

『紙

･

.ハ
ル
プ
』
記
載
の
平
均
減
産
率
四
八

･
五
%
の
値
か
ら
推
算
し
た
｡

(
21
)
飯
田
博
氏
､
草
柳
敏
男
氏
よ
り
の
聞
取
り
調
査
｡

(
22
)
王
子
製
紙

『藤
原
社
長
歳
末
訓
示
』

1
九
三
〇
年

1
二
月
｡
前
掲

｢
払
込
徴
収
近
き
富
士
製
紙
｣
二
六
頁
｡

｢
金
解
禁
と
製
紙
会
社
｣

(
『ダ
イ
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ヤ
モ
ン
ド
』

1
九
二
九
年
七
月

1
1.日
号
､

三
1
頁
)
O

｢
金
輸
出
再
禁
と
諸
事
業
会
社
｣

(同
上
誌
'

1
九
三
〇
年

二

月

l
日
号
､
六

四

･頁
)
｡

(g3)
前
掲

『販
売
関
係
ノ
ー
ト
』

〓

1､
三
〇
､
四
三
､
四
六
頁
目
｡

(24
)
同
右
資
料
､
二
二
㌧
四
九
-
五
〇
､
六
九
､
七
六
､
九
二
-
九
三
頁
目
｡
前
掲

『本
邦
製
紙
業
就
中
洋
紙
ノ
現
状

二
就
テ
』

一
六
頁
｡

(25
)
故
脇
野
辰
夫
氏

(元
王
子
製
紙
新
聞
用
紙
部
長
､
前
王
子
テ
ィ
シ
ュ
販
売
社
長
)
よ
り
の
聞
取
り
調
査

(
一
九
八

一
年
九
月
)
｡
前
掲

『販
売
関

係
ノ
ー
-
』

一
〇
三
頁
目
｡

(
26
)

｢
王
子
製
紙
の
回
復
力
｣

(
『
エ
コ
ノ
,,､
ス
ト
』

l
九
三
二
年
四
月

7
五
日
号
､
四
三
頁
)
｡
前
掲

｢
大
川
平
三
郎
と
樺
太
工
業
の
発
展
｣

一
四

八
､

一
五
二
頁
｡

｢
紙
界
不
況
と
樺
工
の
業
績
｣

(
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三

一
年
九
月

一
九
日
号
､
二
五
頁
)
0

四

お
わ
リ
に
-

カ
ル
テ
ル
効
果
の
検
討

以
上
､
第

一
次
大
戦
以
降
の
日
本
製
紙
連
合
会
を
中
心
と
し
た
カ
ル
テ
ル
活
動
と
製
紙
業
経
営
の
展
開
に
つ
い
て
'
三
大
製
紙
企
業
の

合
同
成
立
に
至
る
ま
で
を
考
察
し
て
き
た
｡
最
後
に
'
こ
う
し
た
カ
ル
テ
ル
活
動
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
製
紙
業
経
営
に
も
た
ら
し
た
の

か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

カ
ル
テ
ル
活
動
の
効
果
を
測
る
直
接
的
尺
度
は
'
そ
の
対
象
に
応
じ
て
異
な
る
｡
価
格
カ
ル
テ
ル
で
は
価
格
の
動
向
が
'
ま
た
生
産
制

限
カ
ル
テ
ル
で
は
産
出
量
の
変
動
が

一
つ
の
判
断
の
尺
度
と
な
る
で
あ
ろ
う
｡
だ
が
､
そ
れ
だ
け
で
は
'
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
た
の

か
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
に
十
分
で
な
い
｡
製
品
価
格
が
仮
り
に
引
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
'
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
台
頭
を
招
-
の
で
あ

れ
ば
効
果
が
疑
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
｡
ま
た
産
出
量
を
削
減
し
て
も
'
製
品
価
格
の
下
落
が
続
-
場
合
な
ど
も
同
様
で
あ
る
｡

そ
れ
故
'

一
般
的
な
効
果
測
定
の
尺
度
と
し
て
､
長
期
的
な
利
潤
の
動
向
が
屡
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
最
近
の
一
つ

の
好
例
は
､
富
永
憲
生
氏
の
論
文

｢
両
大
戦
間
期
の
カ
ル
テ
ル
活
動
と
そ
の
効
果
｣
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
富
永
論
文
で
は
'
両
大
戦
間
期
の

日
本
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
活
動
の
効
果
を
各
産
業
の
需
要
変
動
を
考
慮
し
た
利
潤
率
と
参
入
度
の
比
較
に
よ
っ
て
検
証
し
て
い
る
｡
そ
れ
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に
よ
る
と
'
本
稿
の
対
象
と
す
る
製
紙
業
は
'
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
の
効
果
が

一
九
二
六

(大
正

一
五
)
年
か
ら

一

九
二
九

(昭
和
四
)
年
ま
で
綿
糸
紡
績
業
に
次
い
で
'
ま
た

一
九
三
〇
年
か
ら

一
九
三

一
年
に
か
け
て
構
穀
製
粉
業
に
次
い
で
大
き
な
産

業
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
一
九
二
六
年
か
ら

一
九
三
六

(昭
和

一
一
)
年
ま
で
の
期
間

(但
し
'

一
九
三
二
年
を
除
く
)
で

(1
)

も
'
綿
糸
紡
績
業
に
次
い
で
製
紙
業
が
カ
ル
テ
ル
効
果
の
大
き
な

｢
典
型
的
｣
な
産
業
で
あ

っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
｡
だ
が
'
そ

こ
で
の
検
証
は
'
各
産
業
別
の
利
潤
率
や
参
入
度
の
差
異
を
実
際
の
カ
ル
テ
ル
活
動
と
の
具
体
的
な
因
果
関
係
か
ら
説
明
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
｡
ま
た
､
実
際
の
利
潤
率
と
需
要
要
田
か
ら
推
定
さ
れ
た
利
潤
率
の
数
値
差
を
カ
ル
テ
ル
効
果
の
程
度
を
表
わ
す
指
標
と
見
な

す
こ
と
は
'
製
紙
業
の
場
合
に
限
っ
て
も
'
先
述
の
ご
と
-
当
時
著
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
生
産
能
率
の
向
上
な
ど
経
営
合
理
化
効
果
を

考
慮
外
と
し
た
点
に
欠
陥
を
も

っ
て
い
る
｡

そ
こ
で
'
日
本
製
紙
連
合
会
を
中
心
と
す
る
製
紙
業
の
カ
ル
テ
ル
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
'
本
研
究
を
通
じ
て
得
た
見
解
を
述
べ
る
こ

と
に
し
た
い
｡
先
に
結
論
か
ら
述
べ
る
と
'
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
が
国
内
の
製
紙
業
経
営
に
お
い
て
市
況
対
策
の
切

り
札
的
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
'

一
九
三
〇
(昭
和
五
)
年
以
降
で
あ
る
｡
既
に
見
た
ご
と
く
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
っ
て
一

九

一
五
年
以
来

1
般
洋
紙
の
本
格
的
な
価
格
協
定
が
何
回
か
行
な
わ
れ
'
ま
た

1
九
二
〇
年
以
後
生
産
制
限
協
定
も
開
始
さ
れ
た
が
'
こ

う
し
た
カ
ル
テ
ル
活
動
を
め
ぐ
っ
て
は
'

一
九
二
九
年
の
前
半
頃
ま
で
有
力
加
盟
企
業
間
に
屡
々
意
見
の
対
立
が
あ

っ
た
｡
換

言
す
れ

ば
'
そ
の
効
果
に
つ
い
て
'
利
害
が
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
加
盟
企
業
間
の
国
内
洋
紙
市
場
に
お
け
る
企
業
者
的
機
会
の

認
識
状
況
に
小
さ
か
ら
ざ
る
相
違
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
｡

従

っ
て
'
そ
の
カ
ル
テ
ル
活
動
を
市
場
動
向
と
の
関
連
で
再
度
振
り
返
る
と
'
先
ず
第

一
次
大
戦
期
に
は
'
価
格
カ
ル
テ
ル
に
と
っ
て

最
も
有
利
な
経
済
的
楼
会
と
し
て
需
要
の
急
増
に
生
産
拡
大
が
追
い
付
か
な
い
事
態
を
生
じ
て
い
た
｡
そ
の
た
め
に
'
王
子
製
紙
や
富
士

製
紙
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
日
本
製
紙
連
合
会
の
協
定
に
よ
る
出
荷
価
格
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
｡
だ
が
当
時
の
洋
紙
市
価
急
騰
は
､
市
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場
の
側
の
需
要
急
増
に
む
し
ろ
主
国
が
あ

っ
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
そ
こ
で
紙
価
の
急
騰
に
反
発
し
た
新
聞
業
者
な
ど
に
よ
る
洋
紅

輸
入
税
撤
廃
を
求
め
る
政
治
的
動
き
を
牽
制
す
る
た
め
'
最
高
卸
売
価
格
の
公
表
や
卸
売
商
の
投
機
取
引
に
対
す
る
警
告
な
ど
で
市
況
の

過
熱
化
に
時
と
し
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
第

一
次
大
戦
期
の
カ
ル
テ
ル
活
動
が
市
況
の
過
熱
化
に
便
乗
し
た
も
の
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
'
戦
後
の
そ
れ
は
'
悪
化

し
た
市
況
の
立
直
し
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
で
行
為
の
次
元
を
異
に
し
て
い
た
｡
戦
後
の
洋
紙
市
場
は
'
国
内
製
紙
各
社
が
生
産
拡
大
を

続
け
た
の
で
'
慢
性
的
な
供
給
過
剰
状
態
に
落
込
ん
で
い
っ
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
そ
う
し
た
市
況
の
実
勢
に
応
じ
て
協
定
価
格
の

漸
次
引
下
げ
を
余
儀
な
-
さ
れ
て
'

一
般
洋
紙
を
対
象
と
す
る
生
産
制
限
協
定
を
新
た
に
カ
ル
テ
ル
活
動
の
中
軸
に
据
え
て
い
-
の
で
あ

る
｡
尤
も
'
そ
の
場
合
も
洋
紙
需
要
は
ほ
ぼ
毎
年
拡
大
の
傾
向
に
あ

っ
た
｡
日
本
製
紙
連
合
会
加
盟
企
業
の
洋
紙
販
売
高
は
'
既
述
の
よ

う
に

一
九

一
九
年
以
後
の
二
年
間
を
除
-
と
'
第

一
次
大
戦
後
も

一
九
二
九
年
頃
ま
で
年
率

一
〇
%
前
後
か
'
そ
れ
以
上
で
増
加
t
て
い

た
｡
従

っ
て
洋
紙
市
況
の
不
振
は
'
綿
糸
紡
績
業
や
セ
メ
ン
ト
業
な
ど
他
の
産
業
分
野
に
比
べ
る
と
か
な
り
緩
や
か
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ

(2
)

て
い
る
｡

第

一
次
大
戦
後
の
洋
紙
需
要
が
依
然
増
勢
を
保

っ
た
の
で
'
日
本
製
紙
連
合
会
の
加
盟
各
社
は
'
常
に
自
社
の
市
場
シ
ェ
ア
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
に
生
産
の
拡
大
を
考
え
て
い
か
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
｡

一
九
二
〇
年
開
始
の
第

一
次
生
産
制
限
協
定
は
'
そ
こ
で

一
九
二
二

年
に
な
る
と
有
力
企
業
が
相
次
い
で
工
場
拡
張
な
ど
に
よ
る
生
産
能
力
拡
大
に
乗
り
出
し
た
の
で
減
産
効
果
を
削
が
れ
る
よ
う

に
な

っ

て
'
同
年
末
に
撤
廃
さ
れ
た
｡

一
九
二
六
年
開
始
の
第
二
次
生
産
制
限
協
定
に
お
い
て
も
'
有
力
企
業
は
'
共
同
減
産
を
行

な

う

一
方

で
'
工
場
の
拡
張
や
能
率
向
上
に
よ
る
生
産
拡
大
を
進
め
た
｡

一
九
二
七
年
以
降
に
な
る
と
共
同
減
産
を
め
ぐ
る
企
業
間
の
利
害
対
立
ま

で
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
'
先
ず
減
産
率
が
引
下
げ
ら
れ
'
次
い
で
一
九
二
八
年
末
に
再
び
協
定
が
撤
廃
さ
れ
て
い
-
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
第

一
次
大
戦
後
の
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
生
産
制
限
協
定
の
実
施
は
'

一
九
二
八
年
ま
で
未
だ
不
徹
底
な
も
の
で
あ

l･
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っ
た
｡
そ
れ
で
も
当
時
の
有
力
加
盟
製
紙
企
業
が
総
資
本
総
利
益
率
で
年
率

1
0
%
'
も
し
-
は
そ
れ
上
回
る
安
定
し
た
収
益
を
維
持
出

来
た
要
田
と
し
て
は
'
国
内
洋
耗
需
要
が
生
産
の
伸
び
を
下
回
っ
た
も
の
の

1
九
二
二
年
以
降

7
貫
し
て
増
勢
に
あ

っ
た
こ
と
'
生
産
拡

大
に
合
せ
て
製
紙
コ
ス
ト
の
引
下
げ
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
'
ま
た
需
要
全
体
の
四
〇
%
以
上
を
占
め
た
新
聞
用
紙
の
需
給
関
係
が
当
該
企

業
間
の
共
販
活
動
や
非
公
表
の
形
を
と

っ
た
共
同
減
産
の
実
施
な
ど
で
概
し
て
安
定
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
で
き
る
｡
さ
ら
に
海
外

製
紙
企
業
か
ら
の
輸
入
圧
力
に
も
'
国
内
各
社
は
'
新
聞
用
紙
な
ど
の
輸
入
税
が
依
然
低
率
で
あ

っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
'
第

一
次
大
戦
以

後
特
殊
萩
を
除
け
ば

一
応
の
競
争
力
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
｡
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
洋
紙
輸
入
税
引
上
げ
希
望
の

有
無
に
つ
い
て
の
東
京
商
業
会
議
所
に
よ
る

一
九
二
四
年
の
問
合
せ
や
政
府
に
よ
る

一
九
二
六
年
の
同
様
の
諮
問
に
対
し
て
'
新
聞
業
界

(3
)

な
ど
大
口
需
要
先
の
抵
抗
を
予
想
し
た
た
め
も
あ
る
が

｢
無
用
｣
と
回
答
し
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し
'
こ
れ
ら
の
要
因
は
'
い
ず
れ
も

1
九
二
九
年
頃
か
ら
大
き
-
変
化
し
て
い
-
よ
う
に
な

っ
た
｡
.と
-
に

1
九
三
〇
年
金
輸
出

解
禁
の
実
施
と
と
も
に
'
洋
紙
需
要
が
大
き
-
落
込
ん
だ
｡
ま
た
生
産
合
理
化
に
よ
る
製
紙

コ
ス
ト
の
削
減
は
'
こ
の
頃
に
な
る
と
減
産

(4
)

強
化
の
影
響
を
受
け
て
頭
打
ち
に
な

っ
た
｡
新
聞
用
紙
の
市
況
も
'
海
外
企
業
の
対
日
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
の
増
加
や
国
内
企
業
の
価
格
競

争
激
化
に
よ
っ
て
本
格
的
な
低
迷
化
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
こ
で
日
本
製
紙
連
合
会
は
'

一
九
二
九
年
に

一
般
洋
紙
の
第
三
次
生
産

制
限
協
定
を
開
始
し
た
め
に
続
い
て
'

一
九
三
〇
年
に
各
社
の
手
持
ち
品
在
庫
の
封
印
化
に
よ
る
出
荷
凍
結
の
共
同
管
理
ま
で
実
施
す
る

よ
う
に
な

っ
た
｡
ま
た
新
聞
用
紙
に
つ
い
て
も
'
別
に
独
自
の
共
同
減
産
が
強
化
さ
れ
た
｡

こ
う
し
て

1
九
三
〇
年
以
降
に
な
る
と
日
本
製
紙
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動
強
化
が
各
企
業
の
不
況
対
策
の
切
り
札
と
な

っ.た
の
で
あ

る
｡

一
般
洋
紙
の
共
同
減
産
強
化
と
在
庫
共
同
管
理
の
実
施
が
新
聞
用
紙
の
共
同
減
産
と
相
保
っ
て
'
市
場
に
お
け
る
洋
紙
流
通
量
を
著

し
く
減
ら
し
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
｡

一
九
三

一
年
末
頃
に
な
る
と
'
日
本
製
紙
連
合
会
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
活
動
の
対
象
と
な
っ
て
い

(5
)

た
印
刷
用
紙
は
'

｢
完
全
に
統
制
が
つ
き
｣
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
た
｡
そ
し
て

一
九
三
二
年
に
な
る
と
'
金
輸
出
再
禁
止
の
呆



(6
)

施
に
よ
っ
て
需
要
が
椅
回
復
し
て
'
同
年

一
月
に
共
同
管
理
在
庫
の
一
部
開
封
化
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
こ
の
日
本
製
紙
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動
は
'
製
紙
業
界
で
の
企
業
間
の
競
争
関
係
を
根
底
か
ら
緩
め
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
｡
そ
れ
は
'
非
有
力
企
業
の
勢
力
を
温
存
さ
せ
る
と
い
う
点
で
'
有
力
企
業
に
却

っ
て
長
期
に
わ
た
る
競
争
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に

も
な
っ
た
｡
そ
こ
で
王
子
製
萩
の
藤
原
社
長
は
'
こ
う
し
た
カ
ル
テ
ル
活
動
を
上
回
る
強
力
な
市
場
統
制
手
段
と
し
て
国
内
製
紙
企
業
上

位
三
社
の
合
同
を
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
然
も
'
そ
の
条
件
は
既
に
整
え
ら
れ
て
い
た
｡
同
社
は
'

一
九
二
九
年
に
富
士
製
紙
の

経
営
支
配
権
を
握

っ
て
い
た
｡
ま
た
苦
境
に
あ

っ
た
樺
太
工
業
か
ら
合
併
意
志
の
打
診
も
既
に
あ

っ
た
｡
藤
原
は
'
そ
こ
で
王
子
製
紙
と

富
士
製
紙
'
樺
太
工
業
の
三
社
合
同
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
｡

か
-
て
'
日
本
製
紙
連
合
会
は
'
第

一
次
大
戦
以
降
の
カ
ル
テ
ル
活
動
を
通
し
て
'
有
力
三
大
製
紙
企
業
の
合
同
に
よ
る

｢
大
｣
王
子

製
紙
の
成
立
に
先
立
つ

｢
地
な
ら
し
｣
の
役
割
を
事
実
上
は
た
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
但
し
'
そ
の
場
合
に
新
聞
用
紙
分
野
で
の
共
同

洋
紙
が
果
た
し
た
役
割
も
軽
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
｡
共
同
洋
紙
に
つ
い
て
は
'
本
稿
で
も
必
要
な
限
り
言
及
し
た
が
'
そ
の
活
動
の
全
体

的
な
分
析
は
'
今
後
の
課
題
と
す
る
｡

(
1
)
富
永
意
生

｢
両
大
戦
間
期
の
カ
ル
テ
ル
活
動
と
そ
の
効
果
｣
(社
会
経
済
史
学
会
編

『社
会
経
済
史
学
』
第
四
七
巻
第
五
号
'

一
九
八
二
年
二
月
'

六
六
-
九

一
頁
)
0

(
2
)

｢
紙
業
不
振
は
千
里
同
風
｣
(
『紙
業
雑
誌
』
第
二
二
巻
第

二

号
､

一
九
二
八
年

一
月
'

一
-

二
頁
)
｡
｢洋
紙
'
急
激
な
業
績
低
下
｣

(
『
エ

コ
ノ
-
ス
ト
』

一
九
三

一
年
二
月

一
五
日
号
'
二
〇
頁
)
0

(
3
)

｢
関
税
改
正
と
印
刷
用
紙
｣

(
『紙
業
雑
誌
』
第

一
九
巻
第
九
号
'

一
九
二
四
年

二

月
'

一
貫
)
｡

｢
有
望
株
の
研
究

(
四
)
｣

(
『ダ
イ
ヤ

モ
ソ
ド
』

一
九
二
六
年
二
月

一
日
号
'
三
四
頁
)
｡

..
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メ-Ei-Ei-
6 5 4
iZqiZqp■i

前
掲

『藤
原
社
長
歳
末
訓
示
』

一
九
三
〇
年

一
二
月
'

一
九
三

一
年

二

一月
｡
前
掲

『藤
原
社
長
報
告
要
領
』

一
九
三

一
年
六
月
'

一
二
月
｡

｢
金
再
禁
止
と
各
事
業
界
の
前
途
｣

(
『ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
』

一
九
三

一
年

一
二
月
二
一
日
号
'
二
二
貢
)
0

｢
洋
紙
業
十
年
｣

(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
三
三
年
五
月

一
五
日
号
'
六
九
頁
)
｡
前
掲

『洋
紙
販
路
の
開
拓
と
実
際
』
四
〇
二
頁
｡
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〔付
記
〕

本
稿
に
利
用
し
た
日
本
製
紙
連
合
会
関
係
の
史
料
は
'
財
団
法
人

･
紙
の
博
物
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
｡
閲
覧

に
際

し

て

は
'
前
館
長
野
口
為

一
郎
氏
を
は
じ
め
と
し
て
同
館
の
方
々
に
大
変
御
世
話
に
な

っ
た
｡
厚
-
御
礼
申
し
上
げ
る
｡
ま
た
野
口
氏
の
御
解

介
で
快
-
聞
取
り
に
応
じ
て
頂
き
ま
し
た
飯
田
博
氏
'
草
柳
敏
男
氏
'
脇
野
辰
夫
氏

(聞
取
り
調
査
順
)
'
お
よ
び
特
に
注
記
し
な
か
っ

た
も
の
の
貴
重
な
御
話
し
を
伺
っ
た
其
の
他
の
方
々
に
も
'
同
様
に
厚
-
御
礼
申
し
上
げ
る
｡
但
し
'
脇
野
氏
が
本
稿
の
完
成
を
見
ず
に

今
夏
他
界
さ
れ
た
の
が
筆
者
と
し
て
非
常
に
心
残
り
で
あ
り
'
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
｡
な
お
本
稿
は
'

一
九

八

一
(昭
和

五

六
)
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(奨
励
研
究
A
)
の
交
付
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡

〔
一
九
八
二
'

一〇
'
三
二


